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今週のキーワード

CGM進化
市場拡大と非侵襲技術の光と影

34
件

総記事数

10
カ国

対象国数

11.9億
ドル

Dexcom売上

50%超
糖尿病有害事象

今週の全34記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
Dexcom
CGM小児OTC承認

製品発表
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

Dexcomがインスリン非使用の2歳以上小児向け市販C
GM「Stelo」でFDA承認を獲得、予防医療市場を拡大
。

#02
Medtronic
AID新CGM/ポンプ

製品紹介
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

MedtronicがAIDシステム「MiniMed 780G」向けに
新CGMセンサーとスマホ操作の小型ポンプ「Flex」を
導入し利便性向上。

#03
Ultrahuman代謝健康
プラットフォーム

サービス
展開

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

UltrahumanがAbbottの市販CGM「Lingo」と連携し
、処方箋不要の代謝健康プラットフォーム「M2
Live」を米国で展開。

#04
FiberSense
28日間CGM

製品発表
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

FiberSenseが最長28日間装着可能なCGMシステムで
CEマーク取得、欧州市場参入へ。光学センシング技術
で他バイオマーカー応用も視野。

#05
i-SENS
CGMベルギー保険償還

市場展開
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
韓国i-SENS社のCGM「CareSens Air」がベルギーで
公的保険償還対象となり、欧州市場での展開を加速。

#06
AI×ウェアラブル健康
モニタリング

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

AIとウェアラブルセンサーの統合が、心臓発作や慢性
疾患の早期兆候検出、予防医療を可能にする未来をレ
ビュー。

#07 Zoll FDA警告書受領 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○

Zoll社が人工呼吸器AccuVentセンサーの機能不良苦情
処理不備でFDA警告書を受領、医療機器の品質管理の
重要性を再認識。

#08
Medtronic糖尿病事業
スピンオフ

企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Medtronicが糖尿病事業をスピンオフし、AIと自動化
技術を中核とした医療機器戦略を再構築、知的財産投
資も強化。

#09
Senseonics
Eversense 365 RWE

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

SenseonicsがADAで埋め込み型CGM「Eversense 36
5」のリアルワールドデータを発表、180日装着で患
者負担軽減を強調。

#10
Goodman
DexCom株投資

市場動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

Goodman Advisory GroupがDexCom株に投資、De
xComは四半期売上高15%増を達成しCGM市場の堅調
な成長を示す。

#11
Dexcomセンサー盗難
転売事件

市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

Dexcom G7 CGMセンサーの盗難転売事件でPharms
ourceが関与を否定、医療機器サプライチェーンのセ
キュリティ課題が浮上。

#12
FDA MAUDE糖尿病デ
バイス報告

市場分析
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

FDA MAUDEデータベース分析で、2020-2025年の有
害事象報告の半分以上が糖尿病デバイスで、Dexcom
が最大報告企業。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト
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関連度 一行サマリ

#13
UNSWウェアラブル聴
診センサー

学術研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

UNSWが心臓・呼吸器疾患の自宅モニタリング向け小
型ウェアラブル聴診センサーを開発、遠隔医療に貢献
。

#14
10ドル小型分光器チッ
プ

技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

ケンブリッジ大学とGlitterinTechが10ドルでラボ級
分析可能な小型分光器チップを開発、非侵襲バイオマ
ーカー測定に革命。

#15
AbbottリブレデュオC
Eマーク

市場動向
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

Erste Group BankがAbbottの利益見通しを下方修正
も、デュアルグルコース・ケトンセンサー「リブレデ
ュオ」のCEマーク取得を成長ドライバーと評価。

#16
AbbottリブレデュオC
Eマーク

市場動向
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

Dorsey & Whitney TrustがAbbott株を一部売却も、
デュアルグルコース・ケトンセンサー「リブレデュオ
」のCEマーク取得が注目される。

#17
MIPs-SPR食品センサ
ー

学術研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

An-Najah National Universityが食品中のスルファメ
サジンを超高感度で検出するMIPs-SPRセンサーを開
発、食品安全に貢献。

#18
早稲田大ウェアラブル
センサー

学術研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●

早稲田大学がMIPs紙ベースウイルスセンサーと間質液
セロトニンセンサーを開発、感染症と精神疾患モニタ
リングに貢献。

#19
非侵襲血糖モニタリン
グ現状

解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

非侵襲的血糖値モニタリングは医療レベルの精度・信
頼性が未確立であり、真の非侵襲デバイスの実現には
課題が多い。

#20
ナノ材料病原体バイオ
センシング

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ナノ材料ベースバイオセンシングが食品・水媒介病原
体の高感度モニタリングに貢献、公衆衛生上の脅威に
対応。

#21
ポリアルギニンMIPセ
ンサー

学術研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ポリアルギニンMIPセンサーが食品中のジメトリダゾ
ールを0.1
nMで超高感度検出、食品安全モニタリングに革新。

#22
スマートセンサー技術
の進化

解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

スマートセンサー技術が医療、環境、製造、農業分野
で進化し、フレキシブルデバイスやバイオセンサーが
診断を推進。

#23
スマートウォッチ血糖
値未確立

解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

スマートウォッチによる非侵襲血糖値モニタリングは
2026年現在も医療レベルの精度・信頼性が未確立とF
DAが指摘。

#24
親水性MIPモノリス開
発

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

ウメオ大学が親水性分析物向けMIPモノリスの開発で
博士論文を発表、臨床・食品・環境科学の高感度検出
に応用。

#25
Abbott FreeStyle
Libre

製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

Abbott FreeStyle Libreが4歳以上糖尿病患者向けに
最大10日間リアルタイム血糖値モニタリングを提供、
指先穿刺不要で利便性向上。

#26 CGMが代謝意識を変革 解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

2026年のデジタル血糖値測定器市場でCGMがリアル
タイムトレンドと履歴データを提供し、代謝意識を変
革。

#27 CGM品質指標とMARD 解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
2026年の血糖値検査キット市場でCGMの品質指標と
してFDA承認とMARDスコアの重要性が強調される。

#28
細菌胞子バイオセンサ
ー活用

学術研究
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

タフツ大学が生物工学的に設計された細菌胞子をバイ
オセンサーや触媒に活用する新手法を開発、極限条件
下で安定。

#29
ウェアラブル「見えな
い化」

トレンド
記事

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

ウェアラブルデバイスの「見えない化」トレンドが加
速、Dexcom最新CGMは50%小型化しユーザー体験
を向上。

#30 CGM片頭痛相関解明 学術研究
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

CGM研究で慢性片頭痛患者の血糖変動と頭痛強度の相
関が解明され、片頭痛管理に血糖コントロールが関与
する可能性。

#31
FDA SARS-CoV-2
POCT再分類

規制動向
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

FDAがSARS-CoV-2 POCTデバイスをクラスIIに再分
類し規制負担を軽減、迅速な診断ツールの市場投入を
促進。
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新規性
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距離
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インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#32
臨床研究ウェアラブル
未開拓

業界レポ
ート

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

臨床研究におけるウェアラブルセンサーの潜在能力は
未開拓で、疾患特異的アルゴリズムとアウトカム定義
が効率化の鍵。

#33
SEMIウェアラブル障
壁特定

業界レポ
ート

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

SEMIがウェアラブルバイオセンサーの臨床利用拡大
の障壁を特定、バイオシグナルばらつき、相互運用性
、規制などが課題。

#34
ウェアラブルデータメ
ディケア

業界レポ
ート

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

ウェアラブルデバイスからの健康アウトカムデータが
メディケア適用範囲拡大の鍵、臨床的・費用対効果の
エビデンス構築が重要。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ CGMのOTC化・小児市場拡大は、貴社の事業戦略にどう影響しますか？
Dexcomがインスリン非使用の2歳以上小児向けCGM「Stelo」でFDA承認を得ました。これはCGM市場が従来の糖尿病患
者から予防医療・ウェルネス市場、そして小児へと拡大する明確なシグナルです。貴社は新たな市場セグメントへの参入
、あるいは既存製品の戦略見直しを検討すべきでしょうか？

❷ 10ドルでラボ級分析可能な分光器チップは、非侵襲モニタリングのゲームチェンジャーとなり得ま
すか？
ケンブリッジ大学が開発した10ドルの小型分光器チップは、皮膚を通して血糖値や乳酸などを非侵襲的に測定し、ラボ級
の精度を持つとされます。この技術が実用化されれば、現在のCGMや非侵襲センサー開発の前提を根本から覆す可能性が
あります。貴社のR&D;戦略にどのような影響を与えるか、早急な評価が必要です。

❸
AIとウェアラブルの統合は、日本の医療機器・ヘルスケア産業に新たな競争優位性をもたらしますか？
MedtronicがAI活用を中核戦略に据え、学術界ではAIとウェアラブルセンサーの統合による高度な診断・モニタリングが
研究されています。日本の医療機器メーカーやヘルスケアサービス提供者は、このトレンドにどう対応し、データプライ
バシーや規制の課題を乗り越え、国際競争力を高めるべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

CGM市場拡大

非侵襲革新

AI×ウェアラブル

長期CGM

食品MIPs

品質リスク

臨床研究効率

非侵襲現実

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● CGM市場拡大 機会大 新規市場開拓、予防医療 競争激化、品質管理

● 非侵襲革新 機会大 低コスト高精度センサー 既存技術の陳腐化

● AI×ウェアラブル 注意 診断精度向上、新サービス データ規制、倫理課題

● 長期CGM 機会大 患者負担軽減、QOL向上 センサー安定性、コスト

● 食品MIPs 機会大 高感度検出、公衆衛生 実用化距離、コスト
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● 品質リスク 脅威大 — 規制強化、ブランド毀損

● 臨床研究効率 機会大 開発期間短縮、コスト減 データ標準化、規制対応

● 非侵襲現実 参考 — 過度な期待、誤情報
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深掘り ① ― Dexcom CGM、小児OTC市場へ拡大
#01 | 2026/06/12 | FDA | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●○○○

Dexcom社は、インスリン非使用の2歳以上の小児向けに、市販（OTC）連続グルコースモニター（CGM）「Stelo」の
FDA承認を獲得しました。これは、従来の糖尿病患者向け処方箋ベースのCGM市場から、前糖尿病や2型糖尿病の小児
、さらにはウェルネス志向の非糖尿病患者へと、CGMの応用範囲が大きく拡大することを示唆しています。ウェアラブ
ルセンサーとスマートフォンアプリを通じて15分ごとにグルコース値とトレンドを提供し、食事や運動が血糖値に与え
る影響をリアルタイムで追跡可能です。

この承認は、小児の肥満と2型糖尿病の増加という世界的な健康課題に対応するもので、保護者が自宅で手軽に小児の
血糖値をモニタリングできる機会を提供します。これにより、早期介入が促進され、医療システムへのアクセスが限ら
れる家庭にも恩恵をもたらす可能性があります。FDAは小児患者の健康管理イノベーションを積極的に推進しており、
今後も同様のOTCデバイスの登場が予想されます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

Dexcom Steloの小児向けOTC承認は、CGM市場の新たなフロンティアを開拓する画期的な動きです。
特に、インスリン非使用の小児という予防医療・ウェルネス市場への参入は、市場規模を大きく拡大さ
せる可能性を秘めています。提示された「15分ごとのグルコース値とトレンド」というデータは、小児
の代謝管理において十分な情報量であり、FDA承認という点でデータの信頼性も高いと評価できます。
しかし、小児におけるセンサー装着のコンプライアンスや、長期的な安全性データ、そしてOTC製品と
しての適切な情報提供とサポート体制の構築が実用化に向けた未解決課題として残ります。 【機会】日
本の材料メーカーにとっては、小型化・高耐久性センサー材料、生体適合性接着剤、ウェアラブルデバ
イス向けバッテリー材料などの需要増が見込まれます。日本の医療機器メーカーは、このOTC化トレン
ドを捉え、小児向けやウェルネス市場向けのCGM/関連デバイス開発を加速する機会があります。 【脅
威】既存の糖尿病関連製品を扱う企業は、市場競争の激化と、OTC化による販売チャネルの変化への対
応を迫られます。日本の規制当局や保険制度がこの動きにどう対応するかも注目点です。日本企業は、
グローバル市場の動向を注視し、小児向け製品のニーズを早期に特定し、規制当局との対話を進める必
要があります。

深掘り ② ― AIとウェアラブルセンサーの融合が拓く未来
#06 | 2026/06/18 | MDPI (Sensors Journal) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

MDPIのSensors誌に掲載されたレビュー論文は、人工知能（AI）と機械学習（ML）がウェアラブルセンサーの能力を
劇的に向上させ、高度なデータ分析、パターン認識、予測モデリングを可能にすると指摘しています。AI強化型ウェア
ラブルセンサーは、心臓発作、慢性疾患、ストレスなどの健康問題の初期兆候を臨床症状が現れる前に検出する可能性
を秘めており、予防医療と早期介入の新たな扉を開きます。

本レビューは、身体活動認識、ストレス評価、心血管モニタリング、個人曝露モニタリング、および汗バイオマーカー
検出におけるAI/MLモデルとウェアラブルセンサーの統合に焦点を当てています。AIアルゴリズムは、センサーから収
集された膨大な時系列データを分析し、人間の目には見えない微細なパターンや相関関係を特定することで、個別化さ
れた健康状態のモニタリングと介入推奨を可能にします。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

AIとウェアラブルセンサーの統合は、デジタルヘルス分野における最も有望なトレンドの一つであり、
本レビュー論文は、その技術的・臨床的意義を包括的に示しています。AIによる予測診断は、従来の閾
値ベースのモニタリングを超え、疾患の超早期発見や個別化された治療計画に繋がる可能性を秘めてい
ます。ただし、提示される「初期兆候検出」の精度や、誤検知率に関する具体的な定量データは、個々
の研究に依存するため、本レビューだけでは妥当性を評価しきれません。実用化に向けた最大の課題は
、膨大な生体データの収集・解析におけるデータプライバシーとセキュリティの確保、そしてAIモデル
の透明性と説明可能性です。また、医療機器としての規制承認プロセスへの適応も重要です。 【機会】
日本のIT企業やAI開発企業は、医療データ解析アルゴリズムやエッジAIチップの開発で大きな機会を掴
めます。日本の材料メーカーは、より高感度で低消費電力のセンサー材料、フレキシブル基板、生体適
合性材料の開発で貢献できます。医療機器メーカーは、AIを搭載した次世代ウェアラブルデバイスの開
発で競争力を高めることができます。 【脅威】データガバナンスやAI倫理に関する国際的な規制動向へ
の対応が遅れると、日本企業はグローバル市場での競争力を失う可能性があります。また、AIモデルの
ブラックボックス化やデータバイアスは、診断の信頼性を損ねるリスクとなります。日本は、産学官連
携でこれらの課題に取り組み、国際標準化活動に積極的に参加すべきです。
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深掘り ③ ― 10ドル分光器チップが非侵襲測定を革新
#14 | 2026/06/11 | Rasayanika | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

ケンブリッジ大学とGlitterinTechの研究チームが、わずか10ドルという低コストでラボレベルの化学分析が可能な小型
分光器チップを開発しました。この数センチメートルのチップは、皮膚を通して血糖値、乳酸、血中アルコール濃度、
水分補給などのバイオマーカーを非侵襲的に測定する可能性を秘めています。本技術は、ウェアラブル健康モニタリン
グデバイスの精度とコスト効率を劇的に向上させ、パーソナルヘルスケアの未来を再定義する可能性を秘めています。

開発された分光器チップは、シリコンベースの製造技術を用いることで小型化とコスト削減を両立。研究者らは、その
精度が既存のラボ機器に匹敵することを確認しており、スマートウォッチやウェアラブルパッチへの統合により、ユー
ザーは継続的かつ手軽に自身の生体データを把握できるようになります。これは、高価で大型だった従来の分光器の課
題を克服し、高性能な化学分析を一般の人々にも手の届くものにする可能性を秘めています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

10ドルでラボ級の化学分析が可能な小型分光器チップの開発は、非侵襲バイオマーカー測定分野におけ
る真のブレークスルーとなり得ます。このコストとサイズは、現在のCGMや他の非侵襲センサーのコス
ト構造を根本から変え、普及を加速させる可能性があります。ただし、「ラボ級の精度」がどのような
条件下で達成されたのか、実際の皮膚を介した非侵襲測定における生理学的ノイズ（皮膚の色、厚さ、
汗、血流など）の影響をどこまで克服できているのか、具体的なMARD値などの定量データが待たれま
す。非侵襲血糖値測定は長年の夢であり、多くの企業が失敗してきた歴史があります。このチップがそ
の壁を打ち破るには、さらなる臨床検証と堅牢性の実証が不可欠です。 【機会】日本の半導体メーカー
、光学部品メーカー、材料メーカーは、このチップの量産化や応用製品開発において、重要なサプライ
ヤーとなる機会があります。特に、小型化・高精度化に貢献する微細加工技術や光学材料技術は日本の
強みです。医療機器メーカーやヘルスケアサービス企業は、この低コストセンサーを組み込んだ革新的
なウェアラブルデバイスやサービスを開発し、市場をリードするチャンスがあります。 【脅威】もしこ
の技術が期待通りの性能を発揮し、低コストで普及すれば、既存のCGM市場や関連デバイス市場は大き
な変革を迫られ、競争優位性を失う可能性があります。日本企業は、この技術の動向を綿密に追跡し、
自社のR&D;戦略と製品ポートフォリオを迅速に見直す必要があります。早期に技術提携や共同開発を検
討することも重要です。

その他の注目記事
Medtronic糖尿病事業スピンオフ (Stock Titan)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

Medtronicの糖尿病事業スピンオフとAI活用戦略は、医療機器業界の再編とAI投資加速のトレンドを示唆。日本企業も
AI戦略を再考すべき。

早稲田大ウェアラブルセンサー (早稲田大学)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

早稲田大学のウイルス・神経伝達物質センサーは日本発の重要な研究。MIPs技術の応用範囲拡大と、精神疾患モニタリ
ングへの貢献に期待。

AbbottリブレデュオCEマーク (MarketBeat)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

Abbottのデュアルグルコース・ケトンセンサー「リブレデュオ」のCEマーク取得は、CGMの機能拡張とDKA早期検出
の重要性を示す。競争激化に備えよ。

MIPs-SPR食品センサー (An-Najah journals)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○
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食品中の抗生物質を超高感度で検出するMIPs-SPRセンサーは、食品安全モニタリングに革新をもたらす。日本の食品
・材料メーカーは注目すべき技術。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/経営企画】Dexcom Steloの小児向けOTC承認に関する詳細情報を収集し、自社のCGM/ヘルスケア製
品ポートフォリオへの影響を評価する。

• 【調達/品質管理】医療機器サプライチェーンにおける品質管理とセキュリティリスク（#07,
#11）について、既存サプライヤーとの契約内容を確認し、リスク軽減策を検討する。

• 【R&D;】ケンブリッジ大学の10ドル分光器チップ（#14）に関する追加情報を調査し、非侵襲バイオセンサー
技術のロードマップへの影響を議論する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/事業開発】AIとウェアラブルセンサーの統合（#06）がもたらす新たな診断・モニタリングサービス
について、技術動向調査と潜在的なパートナーシップ機会を検討する。

• 【経営企画/法務】FDAのSARS-CoV-2 POCTデバイス規制緩和（#31）を参考に、日本の医療機器規制当局と
の対話を通じて、診断デバイスの市場投入を加速させる方策を検討する。

• 【R&D;/食品安全】MIPs技術（#17, #21, #24）を用いた食品・環境中の有害物質検出センサーの最新動向を
調査し、自社技術への応用可能性を評価する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/経営企画】非侵襲血糖値モニタリング技術（#14, #19,
#23）の長期的なR&D;投資戦略を策定し、真の非侵襲デバイス実現に向けた技術開発ロードマップを構築する。

• 【経営企画/R&D;】AIを活用した診断・モニタリングプラットフォーム（#06, #08）の開発に向け、データ収
集・解析技術、AI倫理、データプライバシー保護に関する社内ガイドラインを策定し、専門人材育成計画を立案
する。

• 【経営企画/渉外】SEMIスマートメドテック・イニシアチブ（#33）の提言に基づき、ウェアラブルバイオセン
サーの臨床利用拡大に向けた業界標準化活動や規制当局との連携に積極的に参加する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-19
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収録記事一覧

#01 Dexcom社、インスリン非使用の2歳以上小児向け市販CGM「Stelo」でFDA承認を獲得

#02 Medtronic社、自動インスリン投与システム「MiniMed 780G」に最新CGMセンサーとスクリー
ンレスポンプ「Flex」を導入

#03 Ultrahuman社、AbbottのLingo CGMを活用した処方箋不要の代謝健康プラットフォーム「M2
Live」を米国で展開

#04 FiberSense社、最長28日間装着可能なCGMシステムでCEマーク取得 — 欧州市場参入へ

#05 韓国i-SENS社のCGM「CareSens Air」がベルギーで公的保険償還対象に指定、欧州展開加速

#06 AIとウェアラブルセンサーの統合：高度な健康モニタリングと疾患診断の未来

#07 Zoll社、人工呼吸器AccuVentセンサーの機能不良苦情処理不備でFDA警告書を受領

#08 Medtronic社、糖尿病事業を「MiniMed Group」としてスピンオフし、AI活用で医療機器戦略を
再構築

#09 Senseonics社、ADA科学セッションでEversense 365のリアルワールドデータ発表、投資家向
けイベントも開催

#10 Goodman Advisory GroupがDexCom株に129万ドルを投資、四半期売上高は11.9億ドルで

15%増

#11 Pharmsource、Dexcom G7 CGMセンサー盗難転売事件に関与するも廃棄予定品の認識を否定

#12 FDA MAUDEデータベース分析、2020-2025年で糖尿病デバイスが有害事象報告の半分以上を占
め、Dexcomが最大報告企業に

#13 UNSW研究者ら、心臓・呼吸器疾患の自宅モニタリングを実現する小型ウェアラブル聴診センサ

ーを開発

#14 ケンブリッジ大学とGlitterinTech、ラボ級分析を可能にする10ドルの小型分光器チップを開発

#15 Erste Group Bank、アボットの2027年度利益見通しを下方修正するも、リブレデュオCEマーク
取得を成長ドライバーと評価

#16 Dorsey & Whitney Trust CO LLC、Abbott Laboratoriesの株式を一部売却も、リブレデュオCE
マーク取得に注目

#17 An-Najah National University、食品中のスルファメサジンを超高感度で検出するMIPs-SPRセ
ンサー開発

#18 早稲田大学 亀岡潤准教授、ウイルス感染と神経伝達物質モニタリングのための革新的ウェアラブ
ルセンサーを開発

#19 非侵襲的血糖値モニタリングの現状：精度と信頼性の課題、真の非侵襲デバイスは未確立



#20 Rakesh Kumar Sharma教授ら、食品・水媒介病原体モニタリング向け機能化ナノ材料ベースバ
イオセンシングの最新進捗を発表

#21 Aliら2020年の研究、ポリアルギニンMIPセンサーで食品中のジメトリダゾールを0.1 nMの超高

感度で検出

#22 スマートセンサー技術が医療、環境、製造、農業分野で進化、診断とフレキシブルデバイスを推
進

#23 スマートウォッチ非侵襲血糖値モニタリング、2026年現在も医療レベルの精度・信頼性は未確
立とFDAが指摘

#24 ウメオ大学、親水性分析物向けMIPモノリスの開発で博士論文を発表、臨床・食品・環境科学に
応用

#25 アボットFreeStyle Libre、4歳以上糖尿病患者向けにリアルタイム血糖値モニタリングを最大10
日間提供

#26 2026年のデジタル血糖値測定器：CGMがリアルタイムトレンドと履歴データで代謝意識を変革

#27 2026年、血糖値検査キットの価格動向とCGMの品質指標：FDA承認とMARDスコアの重要性

#28 タフツ大学、細菌胞子をバイオセンサーや触媒に活用する新手法を開発

#29 ウェアラブルデバイスの「見えない化」トレンドが加速、Dexcom最新CGMは50%小型化

#30 連続血糖モニタリング（CGM）研究、慢性片頭痛患者の血糖変動と頭痛強度の相関を解明

#31 FDA、SARS-CoV-2 POCTデバイスをクラスII（特別管理）に再分類し規制負担を軽減

#32 臨床研究におけるウェアラブルセンサーの潜在能力は未開拓：効率化とコスト削減の鍵

#33 SEMIスマートメドテック・イニシアチブがウェアラブルバイオセンサーの臨床利用拡大への障
壁と機会を特定

#34 ウェアラブルからの健康アウトカムデータがメディケア適用範囲拡大の鍵に



Dexcom社、インスリン非使用の2歳以上小児向け市販
CGM「Stelo」でFDA承認を獲得

概要

米国FDAは、Dexcom社の連続グルコースモニター（CGM）「Stelo Glucose Biosensor

System」を、インスリンを使用しない2歳以上の小児向け初の市販（OTC）デバイスと
して承認しました。この承認は、以前に18歳以上の成人向けに付与されたものを拡大

するもので、ウェアラブルセンサーとスマートフォンアプリを通じて15分ごとにグル
コース値とトレンドを提供します。Steloは、小児における前糖尿病や2型糖尿病の増
加に対応し、食事、運動、ライフスタイルが血糖値に与える影響をリアルタイムで追

跡できる点で画期的です。

公開日 2026年06月12日  FDA  アメリカ



詳細

主要成果

米国FDAは2026年6月12日、Dexcom社の「Stelo Glucose Biosensor System」を、インス
リンを使用しない2歳以上の小児向け初の市販（OTC）連続グルコースモニター
（CGM）として承認したと発表しました。この承認は、2024年3月に18歳以上の成人向
けに承認されたものに追加される形で、CGM技術へのアクセスを大幅に拡大するもので
す。Steloは、ウェアラブルセンサーとスマートフォンアプリを組み合わせ、15分ごと
にグルコース値とトレンドをリアルタイムで表示し、各センサーは最大15日間装着可能
です。

技術・臨床詳細

Steloシステムは、上腕の裏側に装着する小型のウェアラブルセンサーで構成され、皮膚
の下の間質液中のグルコース濃度を測定します。収集されたデータはBluetooth経由で
ペアリングされたスマートフォンアプリに送信され、ユーザーはグルコースレベルの変
動を視覚的に把握できます。このデバイスは、特に2型糖尿病を管理している小児や、
インスリンを使用していない前糖尿病の小児、さらには自身の代謝反応を理解したいと
考えるウェルネス志向の非糖尿病患者を対象としています。臨床試験では、その精度と
安全性プロファイルが確認されており、リアルワールドエビデンス（RWE）が今回の小
児向け適応拡大の根拠となりました。

背景・業界文脈

近年、世界的に小児の肥満率とそれに伴う前糖尿病、2型糖尿病の有病率が増加してお
り、早期からの効果的なグルコース管理の必要性が高まっています。従来のCGMは処方
箋が必要でしたが、Steloの市販承認は、保護者が自宅で手軽に小児の血糖値をモニタリ
ングできる機会を提供し、介入の早期化を促進します。これにより、医療システムへの
アクセスが限られる家庭や、より予防的なアプローチを求める家庭にとって大きな意味
を持ちます。また、FDAは小児患者の健康管理のためのイノベーションを積極的に推進
する姿勢を示しています。



今後の展望

Dexcom Steloの小児向け市販承認は、CGM市場のさらなる拡大を促進し、他の企業にも
市販製品の開発を促す可能性があります。この動きは、糖尿病管理だけでなく、より広
範な代謝健康モニタリングへのCGM技術の応用を加速させるでしょう。薬剤師やその他
の医療従事者は、この新しいOTCデバイスの適切な使用法や患者選択について、保護者
や介護者への教育において重要な役割を担うことになります。今後の課題としては、小
児における生理学的・行動的要因によるセンサー装着期間の個人差への対応や、長期的
な臨床アウトカムデータの蓄積が挙げられます。

元記事: https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-clears-first-over-counter-

continuous-glucose-monitor-children

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-clears-first-over-counter-continuous-glucose-monitor-children
https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-clears-first-over-counter-continuous-glucose-monitor-children


Medtronic社、自動インスリン投与システム「MiniMed
780G」に最新CGMセンサーとスクリーンレスポンプ
「Flex」を導入

概要

Medtronic社は、自動インスリン投与（AID）システム「MiniMed 780G」向けに、新

しいCGMセンサー「6日間のSimplera Sync」と「15日間のInstinct」を米国で利用可能
にしました。さらに、同社は780Gと同じAIDアルゴリズムを採用しつつ、スマートフ
ォンで操作可能なスクリーンレスチューブ式ポンプ「MiniMed Flex」の出荷も開始し

ました。これらの新製品は、ユーザーの利便性を高め、糖尿病管理の選択肢を広げる
ことを目的としています。

公開日 2026年06月15日  diaTribe.org  アメリカ



詳細

主要成果

Medtronic社は、自動インスリン投与（AID）システムである「MiniMed 780G」のユー
ザー向けに、2つの新しい連続グルコースモニター（CGM）センサー「Simplera Sync
（6日間装着可能）」と「Instinct（Abbott社のFreeStyle Libre技術を基盤とし15日間装
着可能）」を米国市場で提供開始しました。これに加え、同社はMiniMed 780GのAIDア
ルゴリズムを搭載しつつ、サイズを約半分に小型化し、iPhoneまたはAndroidスマート
フォンから操作できるスクリーンレスチューブ式インスリンポンプ「MiniMed Flex」の
全米での出荷を開始しました。

技術・臨床詳細

新しいCGMセンサーである「Simplera Sync」は6日間の装着期間を提供し、「Instinct」
は15日間という長期間の連続モニタリングを可能にします。 Instinctセンサーは、
Abbott社のFreeStyle Libre技術をベースにしており、異なるプラットフォーム間の技術
提携を示しています。これらのセンサーは、MiniMed 780Gシステムにリアルタイムの
グルコースデータを提供し、予測的な低血糖防止と高血糖是正機能を持つSmartGuard

テクノロジーによる自動インスリン送達を最適化します。一方、MiniMed Flexは、
MiniMed 780Gの先進的なSmartGuardアルゴリズムを維持しつつ、ユーザーがスマート
フォンを通じてポンプを完全に制御できるという設計革新をもたらしました。これによ
り、デバイスの視覚的な負担を減らし、より目立たない糖尿病管理を実現します。

背景・業界文脈

糖尿病技術市場は、患者の利便性と個別化されたケアに対する需要の高まりに応えるた
め、急速に進化しています。Medtronicのこの発表は、患者がより柔軟な選択肢と、日
常生活にシームレスに統合されるデバイスを求めている現状を反映しています。特に、
Simplera SyncとInstinctのような異なる装着期間を持つセンサーの導入は、患者の好み
やライフスタイルに合わせたカスタマイズを可能にします。また、スクリーンレスポン
プのトレンドは、ウェアラブル医療機器の小型化とスマートフォン連携の強化という広
範な動きと一致しており、患者の糖尿病管理における心理的な負担を軽減し、デバイス
の可視性を低下させることで社会生活への適応を支援します。



今後の展望

これらの製品の導入は、Medtronicが糖尿病管理市場における競争力を維持し、革新的
なソリューションを提供し続ける戦略の一環です。Simplera SyncとInstinctの市場投入
は、MiniMed 780Gシステムの柔軟性を高め、より幅広い患者ニーズに対応できるよう
になります。MiniMed Flexのようなスクリーンレスポンプは、将来のインスリンポンプ
設計の方向性を示すものであり、より小型で統合されたシステムへの移行を加速させる
でしょう。Insulet社のOmnipod 5 AIDシステムがAbbott社のFreeStyle Libre 3 Plus CGM

と2026年中に連携することも発表されており、異なるメーカー間のCGMとAIDシステム
の相互運用性が今後の業界の重要なトレンドとなることが予想されます。

元記事: https://diatribe.org/diabetes-technology/tech-watch-diabetes-tech-news

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://diatribe.org/diabetes-technology/tech-watch-diabetes-tech-news


Ultrahuman社、AbbottのLingo CGMを活用した処方箋不
要の代謝健康プラットフォーム「M2 Live」を米国で展開

概要

スマートリングメーカーのUltrahuman社は、Abbott社の市販（OTC）連続グルコース
モニター（CGM）「Lingo」のデータを統合した代謝健康プラットフォーム「M2

Live」を米国で開始しました。これにより、インスリンを使用しない18歳以上の健康

意識の高い成人が、処方箋なしでリアルタイムのグルコース追跡に月額99ドルからア
クセスできるようになります。M2 Liveは、Lingoと統合する最初のプラットフォーム
の一つであり、食事、運動、睡眠、ストレスに対する身体の反応に関する深い洞察を

提供します。

公開日 2026年06月18日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

スマートリングとウェアラブルデバイスを提供するUltrahuman社は、Abbott社の市販
（OTC）連続グルコースモニター（CGM）「Lingo」からのグルコースデータを統合し
た新たな代謝健康プラットフォーム「M2 Live」を米国で開始しました。このサービス
は、処方箋なしで健康意識の高い成人を対象とし、月額99ドルからのサブスクリプショ
ンでリアルタイムのグルコース追跡を提供します。M2 Liveは、Lingoバイオセンサー
（最大14日間装着可能）と連携することで、食事、運動、睡眠、ストレスが血糖値に与
える影響に関する深い洞察をユーザーに提供し、個人の代謝最適化を支援します。

技術・臨床詳細

M2 Liveプラットフォームは、Abbott社のLingoバイオセンサーから得られるグルコース
データをUltrahumanの独自のアルゴリズムと統合し、ユーザーのライフスタイル要因と
相関させて分析します。Lingoセンサーは、インスリンを使用しない18歳以上の健康な
成人向けに設計されたバイオセンサーで、米国では2024年から市販されています。M2

Liveアプリは、この連続的なグルコース測定値を用いて、血糖値のスパイクやディッ
プ、そしてそれらがユーザーのエネルギーレベルや全体的な代謝健康にどのように影響
するかを可視化します。このプラットフォームは、Stanford大学やMayo Clinicなどの主
要機関と協力して検証されており、科学的根拠に基づいたパーソナライズされたフィー
ドバックを提供します。

背景・業界文脈

近年、予防医療とパーソナライズされた健康管理への関心が高まり、特に代謝健康はウ
ェルネス市場の重要な焦点となっています。CGM技術はこれまで主に糖尿病患者の管理
に利用されてきましたが、Abbott LingoのようなOTC製品の登場により、一般の健康意
識の高い消費者にもそのメリットが拡大しています。UltrahumanのM2 Liveは、このト
レンドに乗じ、スマートリングを含む既存のウェアラブルエコシステムとCGMデータを
組み合わせることで、ユーザーが自身の代謝を包括的に理解し、行動変容を促すことを
目指しています。これにより、慢性疾患の発症リスクを低減し、全体的なウェルネスを
向上させる新たなアプローチを提供します。



今後の展望

Ultrahuman M2 Liveの米国市場への投入は、代謝健康モニタリング市場における競争を
激化させ、イノベーションをさらに加速させるでしょう。ウェアラブルデバイスとCGM

の統合は、パーソナライズド栄養学やフィットネスの分野で新たなビジネスモデルを生
み出す可能性があります。ユーザーは、自身の身体が特定の食事や運動にどのように反
応するかを正確に知ることで、より効果的な健康戦略を立てることができます。
Ultrahumanは、このプラットフォームを通じて、人々の健康とパフォーマンスの最適化
を支援し、将来的にはLingo以外のバイオセンサーデータとの連携も検討する可能性が
あります。これにより、より広範なバイオマーカーに基づく統合的な健康管理ソリュー
ションの提供が期待されます。

元記事: https://cyborg.ultrahuman.com/press-releases/ultrahuman-launches-m2-live-abbotts-lingo

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cyborg.ultrahuman.com/press-releases/ultrahuman-launches-m2-live-abbotts-lingo


FiberSense社、最長28日間装着可能なCGMシステムでCE
マーク取得 — 欧州市場参入へ

概要

スイスの医療技術企業FiberSense AGは、最長28日間装着可能な連続グルコースモニタ
リング（CGM）システムがEU規制2017/745に基づくクラスIIb医療機器としてCEマー
クを取得したと発表しました。この承認により、同社は2026年後半に欧州市場での商

業展開を開始する準備を進めています。光学センシング技術を用いたこのシステム
は、糖尿病成人向けに血糖値とトレンドを連続的にモニタリングし、将来的に他のバ
イオマーカー測定への応用も計画されています。

公開日 2026年06月17日  PR Newswire (The Storm Media経由)  スイス, EU



詳細

主要成果

スイスを拠点とする医療技術企業FiberSense AGは、同社の連続グルコースモニタリン
グ（CGM）システムがEU規制2017/745に基づくクラスIIb医療機器としてCEマークを取
得したことを発表しました。この重要な承認は、糖尿病成人を対象とした血糖値および
血糖トレンドの連続モニタリングを目的とした製品の、2026年後半の欧州市場への商業
展開を可能にします。このシステムは、競合製品と比較して大幅に長い最長28日間とい
う装着期間が大きな差別化要因となります。

技術・臨床詳細

FiberSenseのCGMシステムは、高度な光学センシング技術を採用しており、皮下組織液
中のグルコース濃度を非侵襲的または低侵襲的に測定します。システムは、光ファイバ
ーベースのセンサーと外部検出器クリップで構成され、測定されたデータはスマートフ
ォンアプリにリアルタイムで表示されます。最長28日間の装着期間は、患者がセンサー
交換の頻度を減らせるため、生活の質の向上と糖尿病管理の手間の軽減に貢献します。
臨床試験では、その精度と信頼性が検証されており、長期にわたる安定したグルコース
モニタリングを実現します。

背景・業界文脈

連続グルコースモニタリング市場は急速に拡大しており、より長い装着期間、高い精
度、そして使いやすさが競争の鍵となっています。FiberSenseの28日間センサーは、現
在の市場標準である10〜15日間、または最長14日間のセンサーと比較して顕著な進歩で
あり、患者の負担軽減に直結します。CEマークの取得は、欧州連合市場での製品販売に
必要な規制要件を満たしたことを意味し、同社がこの広大な市場に参入するための重要
なマイルストーンとなります。この動きは、既存のCGM市場リーダーに対し、さらなる
技術革新と製品改善を促すものとなるでしょう。



今後の展望

FiberSenseの欧州市場への参入は、CGM技術の進化を加速させるだけでなく、同社が描
くより広範なビジョンの第一歩です。同社は、将来的にグルコース測定にとどまらず、
ケトン、乳酸、コルチゾールなどの他のバイオマーカーを同一のプラットフォームでモ
ニタリングするためのセンサー開発も計画しています。これにより、糖尿病管理を超え
た、より包括的な代謝および健康状態のモニタリングシステムへの道が開かれます。製
造のスケールアップ、物流、顧客サポート、市場アクセス戦略の確立が、今後の商業的
成功の鍵となるでしょう。このマルチバイオマーカー戦略は、パーソナライズされた健
康管理における新たな地平を切り開く可能性を秘めています。

元記事: https://world.storm.mg/articles/1142392

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://world.storm.mg/articles/1142392


韓国i-SENS社のCGM「CareSens Air」がベルギーで公的
保険償還対象に指定、欧州展開加速

概要

韓国の医療機器メーカーi-SENS社の連続グルコースモニタリング（CGM）デバイス
「CareSens Air」が、ベルギー国立保健障害保険協会（INAMI）の糖尿病協定償還対象
機器リストに掲載されました。これにより、CareSens Airはベルギーの公的保険チャネ

ルを通じて償還対象となり、同国での販売基盤が確立されます。i-SENSは今年、ベル
ギーを含む9カ国以上で新規展開を計画しており、CGM事業のグローバル市場拡大を
加速させています。

公開日 2026年06月11日  i-SENS (アジア経済新聞経由)  韓国, ベルギー



詳細

主要成果

韓国の主要な医療機器メーカーであるi-SENS社は、同社の連続グルコースモニタリング
（CGM）デバイス「CareSens Air」が、ベルギー国立保健障害保険協会（INAMI）によ
って糖尿病協定償還対象機器リストに正式に掲載されたことを発表しました。この指定
により、CareSens Airはベルギーの公的医療保険を通じて患者に償還されるデバイスと
なり、同社製品のベルギー市場における販売およびアクセシビリティを大きく向上させ
ます。この動きは、i-SENSがCGM事業のグローバル展開を加速させる戦略の一環として
位置づけられています。

技術・臨床詳細

CareSens Airは、小型のウェアラブルセンサーと専用アプリを組み合わせたCGMシステ
ムであり、リアルタイムでグルコース値を測定し、スマートフォンなどのデバイスに送
信します。このシステムは、糖尿病患者が日中の血糖変動を継続的に把握し、食事、運
動、薬剤が血糖値に与える影響を理解することを可能にします。INAMIによる償還対象
への掲載は、CareSens Airがベルギーの医療基準と臨床的有用性要件を満たしているこ
とを示しています。これにより、ベルギーの糖尿病患者は、より手頃な価格で高度なグ
ルコースモニタリング技術を利用できるようになります。

背景・業界文脈

糖尿病の有病率が世界的に増加する中、患者の自己管理を支援するCGMの重要性は高ま
っています。欧州各国では、CGMデバイスへの保険償還が拡大しており、これが市場成
長の主要な推進力となっています。ベルギーのINAMIによる決定は、この広範な傾向を
反映しており、高品質なCGMデバイスの普及を促進することで、糖尿病管理の質を向上
させることを目指しています。i-SENSは、この機会を捉え、ベルギーだけでなく、今年
中に9カ国以上での新規展開を計画しており、世界市場での存在感を強化しようとして
います。



今後の展望

CareSens Airのベルギーでの保険償還は、i-SENS社の欧州市場戦略において重要な足が
かりとなります。償還対象となることで、ベルギーの医師は自信を持って患者にこのデ
バイスを推奨できるようになり、患者は経済的な負担が軽減されるため、導入が加速す
るでしょう。この成功は、他の欧州諸国での償還交渉にも良い影響を与える可能性があ
り、i-SENSのグローバルCGM市場における競争力を高めます。同社は、継続的な研究開
発と市場拡大を通じて、糖尿病患者の生活の質の向上に貢献し続けることを目指してい
ます。

元記事: https://www.asiae.co.kr/en/article/2026061108383407615

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.asiae.co.kr/en/article/2026061108383407615


AIとウェアラブルセンサーの統合：高度な健康モニタリン
グと疾患診断の未来

概要

MDPIのSensors誌に掲載されたレビュー論文は、人工知能（AI）と機械学習（ML）が
ウェアラブルセンサーの能力をどのように向上させ、高度なデータ分析、パターン認
識、予測モデリングを可能にするかを探っています。AI強化型ウェアラブルセンサー

は、心臓発作、慢性疾患、ストレスなどの健康問題の初期兆候を臨床症状が現れる前
に検出する可能性を秘めています。本レビューは、身体活動認識、ストレス評価、心
血管モニタリング、個人曝露モニタリング、および汗バイオマーカー検出における

AI/MLモデルとウェアラブルセンサーの統合に焦点を当てています。

公開日 2026年06月18日  MDPI (Sensors Journal)  スイス, 国際



詳細

主要成果

MDPIの「Sensors」誌に掲載された最新のレビュー論文は、人工知能（AI）と機械学習
（ML）がウェアラブルセンサーの能力をどのように劇的に強化し、高度なデータ分
析、パターン認識、および予測モデリングを可能にするかを詳細に分析しています。こ
の統合されたアプローチにより、AI強化型ウェアラブルセンサーは、心臓発作、慢性疾
患、そして精神的ストレスのような健康問題の初期兆候を、臨床症状が顕在化するはる
か以前に検出できる可能性が示されています。これにより、予防医療と早期介入の新た
な扉が開かれます。

技術・臨床詳細

本レビューは、特にAI/MLモデルとウェアラブルセンサーの統合がもたらす具体的応用
例に焦点を当てています。これには、身体活動の精密な認識、ストレスレベルの客観的
評価、心血管機能の連続モニタリング、環境中の有害物質への個人曝露の検出、さらに
は汗中のバイオマーカー（例: グルコース、乳酸、電解質）の非侵襲的検出が含まれま
す。AIアルゴリズムは、センサーから収集された膨大な時系列データを分析し、人間の
目には見えない微細なパターンや相関関係を特定します。例えば、心拍変動、皮膚電
導、体温などの複数の生理学的データを組み合わせることで、AIは特定の疾患リスクや
ストレスレベルを高い精度で予測することが可能になります。これにより、個別化され
た健康状態のモニタリングと、パーソナライズされた介入推奨が可能となります。

背景・業界文脈

ウェアラブルセンサー技術は、過去数年間で飛躍的に発展し、フィットネストラッカー
から医療グレードのデバイスまで幅広く普及しています。しかし、生のセンサーデータ
は、そのままでは臨床的な洞察を提供するには限界がありました。ここにAIとMLが重
要な役割を果たします。AIは、データのノイズ除去、特徴抽出、複雑なデータセットか
らの意味のある情報の導出を自動化し、膨大なデータを実用的な健康情報へと変換しま
す。この統合は、患者中心の医療への移行を加速させ、従来の病院ベースの診断モデル
から、継続的なリモートモニタリングと予防ケアへのシフトを促進します。また、慢性
疾患管理における自己効力感を高め、医療費の削減にも寄与することが期待されます。



今後の展望

AIとウェアラブルセンサーのさらなる統合は、デジタルヘルス分野における最も有望な
トレンドの一つです。将来的には、これらのシステムは、疾患の超早期診断、個別化さ
れた治療計画の最適化、そして健康維持のためのプロアクティブなライフスタイル介入
において中心的な役割を果たすでしょう。課題としては、データのプライバシーとセキ
ュリティの確保、AIモデルの透明性と説明可能性、そして規制当局による承認プロセス
への適応が挙げられます。しかし、これらの課題を克服することで、AI強化型ウェアラ
ブルセンサーは、健康モニタリングのあり方を根本的に変革し、より多くの人々がより
長く健康な生活を送るための強力なツールとなる可能性を秘めています。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-6374/16/6/344

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-6374/16/6/344


Zoll社、人工呼吸器AccuVentセンサーの機能不良苦情処
理不備でFDA警告書を受領

概要

Zoll社は、同社の人工呼吸器に使用されるAccuVentセンサーの機能不良に関する苦情
処理が不適切であったとして、米国FDAから品質に関する警告書を受領しました。こ
の警告書は、企業が医療機器の品質管理システム（QMS）要件を遵守していないこと

を指摘しており、特にデバイスの不具合報告と是正措置の不備に焦点が当てられてい
ます。FDAはZollに対し、これらの品質問題を迅速かつ包括的に解決するよう求めてい
ます。

公開日 2026年06月18日  MedTech Dive  アメリカ



詳細

主要成果

医療機器メーカーZoll社は、米国FDAから品質管理システム（QMS）に関する警告書
（Warning Letter）を受領しました。この警告書は、Zoll社製人工呼吸器の一部で使用さ
れているAccuVentセンサーの機能不良に関する苦情処理に不備があったことを主な理由
としています。AccuVentセンサーは、人工呼吸器の量、呼吸数、その他の重要な指標に
関するフィードバックを提供する重要なコンポーネントであり、その機能不良に関する
不適切な対応は患者の安全性に直接影響を及ぼす可能性があります。FDAは、同社が
QMS要件に違反していると指摘し、これらの問題の速やかな是正を要求しています。

技術・臨床詳細

AccuVentセンサーは、人工呼吸器の精度と安全性に不可欠なバイオセンサーであり、患
者の呼吸サイクルと換気量を正確に測定することで、適切な人工呼吸管理を支援しま
す。警告書に詳細が記載された品質問題には、センサーの機能不良に関する苦情の記
録、評価、調査が不十分であったことが含まれます。具体的には、故障したセンサーに
関する多数の苦情が適切に処理されず、その根本原因が特定され、再発防止のための是
正措置が講じられなかったとされています。このような不備は、デバイスが意図した性
能を発揮できないリスクを高め、患者の治療アウトカムに悪影響を及ぼす可能性があり
ます。

背景・業界文脈

FDAの警告書は、医療機器メーカーが厳格な品質管理システムを維持し、デバイスの安
全性と有効性を確保する責任があることを強調するものです。特に人工呼吸器のような
生命維持装置においては、コンポーネントの信頼性が極めて重要です。近年、医療機器
の品質問題が患者安全に与える影響に対するFDAの監視は強化されており、警告書は通
常、企業が重大な不遵守を示し、是正措置が不十分であると判断された場合に発行され
ます。Zoll社のケースは、デバイスが市場に出た後も継続的な監視と苦情処理が、企業
の規制順守においていかに重要であるかを示しています。



今後の展望

Zoll社は、このFDA警告書に対応するため、包括的な是正計画を策定し、実施する必要
があります。これには、QMSの徹底的な見直し、苦情処理プロセスの改善、AccuVent

センサーの品質保証の強化が含まれるでしょう。FDAは、企業が警告書に記載された問
題を解決し、将来的に同様の違反を防ぐための対策を講じたことを示すまで、追加的な
規制措置を講じる可能性があります。今回の警告は、医療機器業界全体に対し、製品の
ライフサイクル全体にわたる厳格な品質管理と規制順守の重要性を改めて認識させるも
のとなります。ZZoll社にとって、今回の対応は市場における信頼性と競争力に直接影響
を及ぼすため、迅速かつ効果的な措置が求められます。

元記事: https://www.medtechdive.com/news/zoll-receives-fda-warning-letter-over-quality-

concerns/823298/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.medtechdive.com/news/zoll-receives-fda-warning-letter-over-quality-concerns/823298/
https://www.medtechdive.com/news/zoll-receives-fda-warning-letter-over-quality-concerns/823298/


Medtronic社、糖尿病事業を「MiniMed Group」として
スピンオフし、AI活用で医療機器戦略を再構築

概要

Medtronic社は、グローバル医療技術ビジネスの戦略的再編を進めており、その一環と
して糖尿病事業部門を「MiniMed Group, Inc.」として分離し、2026年3月に新規株式
公開（IPO）を完了しました。同社は、AIと自動化技術の積極的な活用、および広範な

知的財産基盤への投資を通じて、今後の医療機器戦略を形成しています。この戦略
は、規制、償還、データプライバシーなどの枠組みにも深く影響を受けると報告され
ています。

公開日 2026年06月18日  Stock Titan  アメリカ



詳細

主要成果

医療技術大手Medtronic社は、グローバルな医療技術ビジネスの構造を再編し、その戦
略的優先事項を明確にしました。特に、同社の糖尿病事業部門を「MiniMed Group,
Inc.」として独立させ、2026年3月に新規株式公開（IPO）を成功裏に完了しました。こ
の分離は、糖尿病ケアに特化した成長機会を追求するためのものであり、Medtronic本
体は、人工知能（AI）と自動化の活用を中核とした新たな医療機器戦略を構築していま
す。広範な知的財産ポートフォリオへの継続的な投資もこの戦略の重要な柱です。

技術・臨床詳細

Medtronicは、AIと自動化技術を、診断、治療、および患者モニタリングの全領域にわ
たる医療機器に深く組み込むことで、革新を推進しています。これには、よりスマート
な埋め込み型デバイス、予測分析を活用した疾患管理ソリューション、およびロボット
支援手術システムの強化が含まれます。例えば、バイオセンサーから得られる大量の生
体データをAIで解析し、疾患の早期兆候を検知したり、個々の患者に最適化された治療
プロトコルを提案したりする技術開発が進められています。このような技術は、臨床的
有効性を向上させるだけでなく、医療従事者の負担を軽減し、医療資源の効率的な配分
を可能にします。

背景・業界文脈

医療技術業界は、デジタル化、AIの台頭、個別化医療へのシフトといった大きな変革期
にあります。Medtronicの糖尿病事業のスピンオフは、企業が成長が見込まれる特定の
市場セグメントに焦点を当てることで、より迅速なイノベーションと市場対応を実現し
ようとする動きを反映しています。同時に、AIへの大規模な投資は、データ駆動型医療
の未来を見据えたものであり、競争優位性を確立するための不可欠な要素となっていま
す。しかし、これらの技術の導入は、データプライバシー、サイバーセキュリティ、お
よび複雑な規制環境といった新たな課題ももたらしており、同社はこれらの枠組みへの
対応を戦略の重要な部分として認識しています。



今後の展望

MiniMed Groupの独立は、糖尿病ケア市場における専門性と競争力を高める一方で、
Medtronic本体がより広範な医療技術分野におけるAIと自動化のリーダーシップを追求
するためのリソースを解放します。この戦略は、Medtronicが次世代の医療機器とソリ
ューションを開発し、多様な疾患領域における患者アウトカムを改善する上で中心的役
割を果たすことを可能にするでしょう。今後の課題としては、AI倫理の順守、新しい規
制要件への適応、そして医療システム全体での技術統合が挙げられますが、Medtronic

はこれらの課題に対応することで、長期的な成長とイノベーションの道を切り開くこと
を目指しています。

元記事: https://www.stocktitan.net/sec-filings/MDT/10-k-medtronic-plc-files-annual-report-

cc91c6e9c68a.html

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stocktitan.net/sec-filings/MDT/10-k-medtronic-plc-files-annual-report-cc91c6e9c68a.html
https://www.stocktitan.net/sec-filings/MDT/10-k-medtronic-plc-files-annual-report-cc91c6e9c68a.html


#09 Senseonics社、ADA科学セッションでEversense 365
のリアルワールドデータ発表、投資家向けイベントも開催

概要

Senseonics Holdings社は、American Diabetes Association（ADA）の第86回科学セッ
ション中に、埋め込み型連続グルコースモニタリング（CGM）システム「Eversense

365」に関するリアルワールドエビデンス（RWE）を発表しました。同社はまた、アナ

リストイベントも開催し、Eversense E3システムが180日間の装着期間と毎日のセンサ
ー挿入不要という特徴で、CGM市場の満たされていないニーズに対応できると強調し
ました。Senseonicsの戦略は、商業流通ネットワークの拡大と支払い者償還契約の確

保に焦点を当てています。

公開日 2026年06月12日  Peninsula Fly Fishers  アメリカ



詳細

主要成果

Senseonics Holdings社は、American Diabetes Association（ADA）の第86回科学セッシ
ョンにおいて、同社の長期埋め込み型連続グルコースモニタリング（CGM）システム
「Eversense 365」に関するリアルワールドエビデンス（RWE）を発表しました。同時に
開催されたアナリストイベントでは、Eversense E3システムが提供する180日間という
異例の長期間装着と、毎日のセンサー挿入が不要であるという特徴が、現在のCGM市場
における満たされていないニーズに応える可能性が強調されました。同社の成長戦略
は、商業流通ネットワークの拡大と保険償還契約の確保に集中的に取り組むことです。

技術・臨床詳細

Eversense E3は、最大180日間皮下に埋め込んで使用できる世界で唯一の長期埋め込み
型CGMシステムです。このシステムは、スマートトランスミッターを介して5分ごとに
グルコースデータをスマートフォンアプリに送信し、低血糖や高血糖のリスクをリアル
タイムでユーザーに通知します。ADA科学セッションで発表されたリアルワールドデー
タは、このシステムの長期的な精度、安全性、および患者の生活の質への影響に関する
貴重な情報を提供しました。日々のセンサー交換や較正が不要であることは、患者の負
担を大幅に軽減し、より一貫したグルコースモニタリングを可能にします。この技術
は、特に自己管理が困難な患者や、デバイスの装着に抵抗がある患者にとって大きなメ
リットとなります。

背景・業界文脈

CGM市場は、糖尿病管理の質を向上させる上で不可欠なツールとして成長を続けていま
す。しかし、多くのCGMデバイスは装着期間が比較的短く、頻繁なセンサー交換を必要
とするため、一部の患者にとっては継続使用の障壁となっていました。Senseonicsの
Eversenseシステムは、その長い装着期間により、この課題に対する独自の解決策を提
供します。ADAのような権威ある学会でのリアルワールドエビデンスの発表は、医師や
支払い者コミュニティにおける製品の信頼性を高める上で極めて重要です。同社の戦略
的優先事項は、このような臨床的裏付けを基に、より広い市場アクセスと保険適用を達
成することにあります。



今後の展望

SenseonicsのEversense E3が長期装着型CGMとして提供する価値は、糖尿病管理の新た
な標準を確立する可能性を秘めています。商業流通ネットワークの拡大と支払い者償還
契約の確保は、製品の普及にとって不可欠であり、同社はこれらの目標達成に向けた明
確なロードマップを持っています。主なリスク要因としては、規制当局の承認遅延、製
造規模拡大の課題、および継続的な現金要件が挙げられますが、成功すれば、
SenseonicsはCGM市場において独自のニッチを確立し、患者の負担を軽減しつつ、より
効果的な糖尿病管理ソリューションを提供できるでしょう。この技術は、患者の長期的
なアドヒアンスを改善し、医療アウトカムを向上させることに貢献すると期待されま
す。

元記事: https://www.peninsulaflyfishers.org/news/blink/SENS-Q1-2026-Earnings-Narrower-Loss-

Continues-as-Senseomics-Navigates-Path-to-Revenue-35-1227

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.peninsulaflyfishers.org/news/blink/SENS-Q1-2026-Earnings-Narrower-Loss-Continues-as-Senseomics-Navigates-Path-to-Revenue-35-1227
https://www.peninsulaflyfishers.org/news/blink/SENS-Q1-2026-Earnings-Narrower-Loss-Continues-as-Senseomics-Navigates-Path-to-Revenue-35-1227


#10 Goodman Advisory GroupがDexCom株に129万ドル
を投資、四半期売上高は11.9億ドルで15%増

概要

Goodman Advisory Groupが連続血糖モニタリング（CGM）のリーディングカンパニー
であるDexComに129万ドルの戦略的投資を実施しました。この投資は、DexComが発
表した好調な四半期決算を受けたもので、同社は売上高11.9億ドルを達成し、前年比

15%増を記録しました。また、1株当たり利益（EPS）は0.56ドルと市場予想を上回る
結果を示しています。この動きは、CGM市場の堅調な成長と、DexComの技術革新へ
の投資家の信頼を示すものです。

公開日 2026年06月11日  MarketBeat  アメリカ



詳細

主要成果

Goodman Advisory Groupは、連続血糖モニタリング（CGM）システムの大手プロバイ
ダーであるDexCom, Inc.（NASDAQ: DXCM）の株式に129万ドル（約1.9億円）を投資し
たと発表しました。この戦略的な投資は、DexComが最近発表した好調な四半期決算
と、今後の成長に対する強い期待を反映したものです。同社の最新の決算報告では、売
上高が前年同期比15%増の11.9億ドルに達し、アナリストの予想を上回る1株当たり利
益（EPS）0.56ドルを計上しました。

技術・臨床詳細

DexComは、糖尿病患者の血糖値をリアルタイムで継続的にモニタリングするCGMデバ
イスを提供しており、特にG7システムは小型化と使いやすさで評価されています。これ
らのデバイスは、患者が血糖値の傾向を把握し、インスリン投与や食事、運動の管理に
役立つ重要なデータを提供します。四半期売上高の堅調な伸びは、CGMの普及が進んで
いることと、DexComが市場で強力な競争力を維持していることを示唆しています。ア
ナリストは、同社の技術革新と市場拡大戦略に対し、概ね強気な見通しを維持していま
す。

背景・業界文脈

世界の糖尿病人口は増加の一途をたどっており、CGMデバイスは従来の指先穿刺による
血糖測定に代わる、より便利で効果的な管理ツールとして需要が高まっています。
DexComは、Abbott Laboratoriesなどの競合他社とともに、この成長市場を牽引してい
ます。大規模な機関投資家による継続的な投資は、医療技術分野、特に糖尿病管理ソリ
ューションへの関心の高さを示しています。また、投資家がCGM市場の長期的な成長性
と、DexComのリーダーシップを評価していることがうかがえます。



今後の展望

Goodman Advisory Groupの投資は、DexComがCGM技術のさらなる革新と市場拡大を
継続するための資金的支援となるでしょう。今後、DexComは新製品の開発、既存製品
の改良、そしてより広範な患者層へのアクセス拡大に注力すると予想されます。特に、
非インスリン依存型2型糖尿病患者や、予防医療としてのCGMの活用など、新たな市場
機会の開拓が期待されています。このような投資は、糖尿病ケアの未来を形作る上で重
要な役割を果たすと考えられます。

元記事: https://www.marketbeat.com/instant-alerts/filing-goodman-advisory-group-llc-invests-129-

million-in-dexcom-inc-dxcm-2026-06-11/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.marketbeat.com/instant-alerts/filing-goodman-advisory-group-llc-invests-129-million-in-dexcom-inc-dxcm-2026-06-11/
https://www.marketbeat.com/instant-alerts/filing-goodman-advisory-group-llc-invests-129-million-in-dexcom-inc-dxcm-2026-06-11/


#11 Pharmsource、Dexcom G7 CGMセンサー盗難転売事
件に関与するも廃棄予定品の認識を否定

概要

医薬品卸売業者Pharmsource LLCは、DexcomのG7連続血糖モニタリングセンサーが廃
棄プロセス中に盗まれ、第三者によって転売された問題で、購入したセンサーが破壊
される運命にあったことを認識していなかったと主張しています。Dexcomは5月に、

影響を受けたロットの一部で皮膚感染のリスク増加や測定値の欠損が高い可能性を警
告していました。この事件は、医療機器のサプライチェーンにおけるセキュリティと
製品管理の課題を浮き彫りにしています。

公開日 2026年06月11日  Investing.com  南アフリカ



詳細

主要成果

医薬品卸売業者Pharmsource LLCは、連続血糖モニタリング（CGM）システム大手
DexcomのG7センサーが廃棄プロセス中に盗まれ、第三者によって転売された事件につ
いて、同社が購入したセンサーが破壊予定品であったことを認識していなかったと公式
に声明を発表しました。この問題は、廃棄されるべき医療機器が不正に市場に流通し、
患者の健康にリスクをもたらす可能性を示唆するものです。

技術・臨床詳細

Dexcomは5月、問題のG7 CGMセンサーロットにおいて、皮膚感染のリスクが通常より
も高まる可能性や、正確な血糖値データが得られない可能性が高いと警告を発していま
した。CGMデバイスは、糖尿病患者が血糖値を継続的にモニタリングし、適切な治療判
断を行う上で不可欠なツールです。正確な測定値が得られない、あるいは感染リスクが
ある製品が流通することは、患者の健康状態の悪化や治療の遅れに直結し得る深刻な問
題です。Pharmsourceは、正規のサプライチェーンを通じてセンサーを取得したと主張
しており、廃棄品であるという情報は入手していなかったとしています。

背景・業界文脈

医療機器業界では、製品の製造から流通、そして廃棄に至るまでの厳格な品質管理とサ
プライチェーンセキュリティが求められます。特に、高額かつ生命に関わる可能性のあ
るデバイスの場合、その重要性は一層高まります。今回の事件は、医療機器メーカー、
卸売業者、そして規制当局が一体となって、製品の偽造・転売を防ぎ、患者の安全を確
保するための対策を強化する必要があることを浮き彫りにしました。廃棄される製品の
適切な管理と追跡システムが不可欠であることが再認識されています。



今後の展望

この事件を受けて、Dexcomや他のCGMメーカーは、製品の廃棄プロセスおよびサプラ
イチェーン全体におけるセキュリティ対策の見直しを迫られるでしょう。また、卸売業
者に対しても、購入する製品の出所や状態に関するデューデリジェンスの強化が求めら
れる可能性があります。規制当局も、医療機器の不正流通を防ぐための監視体制や法規
制の強化を検討する可能性があります。結果として、より安全で信頼性の高い医療機器
サプライチェーンの構築に向けた業界全体の取り組みが加速することが期待されます。

元記事: https://za.investing.com/news/stock-market-news/pharmsource-says-it-was-unaware-dexcom-

sensors-were-stolen-93CH-4323510

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://za.investing.com/news/stock-market-news/pharmsource-says-it-was-unaware-dexcom-sensors-were-stolen-93CH-4323510
https://za.investing.com/news/stock-market-news/pharmsource-says-it-was-unaware-dexcom-sensors-were-stolen-93CH-4323510


#12 FDA MAUDEデータベース分析、2020-2025年で糖尿
病デバイスが有害事象報告の半分以上を占め、Dexcomが
最大報告企業に

概要

FDAのMAUDE（Manufacturer and User Facility Device Experience）データベースの

2020年から2025年までの有害事象報告1440万件の分析により、糖尿病関連デバイスが
全イベントの半分以上を占めることが判明しました。特に連続血糖モニタリング
（CGM）システムとインスリンポンプが主要な報告デバイスであり、Dexcomは2025

年に353,869件のイベントを報告し、単独で最大の報告企業となりました。このデータ
は、糖尿病デバイスの普及とともに、その安全性管理が引き続き重要であることを示
しています。

公開日 2026年06月11日  Global MedTech Expert | 10× MedTech Global Access  不明



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）のMAUDEデータベースの包括的な分析結果が発表され、
2020年から2025年の間に報告された総計1440万件の医療機器有害事象報告のうち、糖
尿病関連デバイスがイベントの50%以上を占めることが明らかになりました。この期間
中、連続血糖モニタリング（CGM）システムとインスリンポンプが主要な報告デバイス
として浮上し、中でもDexcomは2025年に353,869件のイベントを報告し、単独で最も多
くの有害事象を報告した企業となりました。

技術・臨床詳細

MAUDEデータベースは、医療機器の使用に関連する疑わしい問題（有害事象）をFDAが
収集するためのシステムです。この報告には、デバイスの故障、誤作動、不適切な使
用、または患者の健康への影響などが含まれます。糖尿病デバイス、特にCGMとインス
リンポンプに関する報告が多いことは、これらのデバイスが普及し、多くの患者に使用
されていることを反映しています。一方で、これらのデバイスが患者の生活に深く統合
されているため、わずかな問題でも高い頻度で報告される可能性があります。Dexcom

が最大報告者であることは、同社がCGM市場で大きなシェアを占めていることと、積極
的な報告体制の両方を示すものと考えられます。

背景・業界文脈

糖尿病管理において、CGMやインスリンポンプは患者のQOL向上と血糖コントロールの
改善に大きく貢献しています。しかし、その利用拡大に伴い、デバイスに関連する安全
性や機能の問題も顕在化しやすくなります。FDAはMAUDEデータを活用して、医療機器
の潜在的なリスクを特定し、製造業者に改善を促し、必要に応じてリコールや安全性勧
告を発行します。今回の分析結果は、糖尿病デバイスの技術進化と普及が加速する中
で、継続的な安全性監視と品質改善の重要性を強調するものです。



今後の展望

このMAUDEデータの傾向は、糖尿病デバイスメーカーに対して、製品設計の安全性強
化、ユーザーインターフェースの改善、および患者への適切な使用指導の徹底を促すで
しょう。特に、CGMシステムに関しては、測定精度、センサーの装着部位の皮膚反応、
データ通信の信頼性などが継続的な改善の対象となると予想されます。規制当局は、こ
の種のデータに基づいて、より厳格な市販後監視要件を課したり、新しい承認プロセス
において安全性の評価基準を強化する可能性があります。これにより、糖尿病患者がよ
り安全で効果的なデバイスを利用できるようになることが期待されます。

元記事: https://meddeviceguide.com/blog/fda-maude-adverse-event-medical-device-safety-trends-

analysis-2026

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://meddeviceguide.com/blog/fda-maude-adverse-event-medical-device-safety-trends-analysis-2026
https://meddeviceguide.com/blog/fda-maude-adverse-event-medical-device-safety-trends-analysis-2026


#13 UNSW研究者ら、心臓・呼吸器疾患の自宅モニタリン
グを実現する小型ウェアラブル聴診センサーを開発

概要

UNSWの研究チームが、心臓や呼吸器疾患患者が自宅で自身の健康状態を継続的にモ
ニタリングできる、小型で柔軟なウェアラブル聴診センサーを開発しました。このセ
ンサーパッチは、心臓、肺、血流から発生する微細な振動を効率的に捕捉するように

設計されており、医師が問題を早期に特定する手助けとなる可能性を秘めています。
本技術は、遠隔医療と個別化医療の進展に大きく貢献すると期待されています。

公開日 2026年06月11日  Quicknews  オーストラリア



詳細

主要成果

シドニーにあるUNSW（ニューサウスウェールズ大学）の研究者らが、心臓や呼吸器疾
患を持つ人々が自宅で自身の健康状態を継続的に監視できる、小型で軽量なウェアラブ
ル聴診センサーを開発しました。この柔軟なセンサーパッチは、心臓の鼓動、肺の音、
血流の変化など、体内から発生する微細な振動を極めて高い感度で捉えることを目的と
しています。

技術・臨床詳細

この新しいウェアラブルセンサーは、従来の聴診器では捉えにくい、ごく微細な生体音
や振動を継続的に測定できる点で画期的な進歩を遂げています。デバイスは皮膚に直接
装着可能な柔軟なパッチ型であり、患者の日常生活を妨げることなく長時間のモニタリ
ングを可能にします。収集されたデータはワイヤレスで医療従事者に送信され、心不全
の悪化、喘息発作の兆候、異常な心拍リズムなどをリアルタイムで検知し、早期介入を
可能にする可能性があります。これにより、病院への頻繁な通院の必要性を減らし、患
者の負担軽減と医療コストの削減に繋がることが期待されます。

背景・業界文脈

心臓病や慢性呼吸器疾患は、世界中で主要な死因の一つであり、その管理には継続的な
モニタリングが不可欠です。しかし、現在の医療システムでは、定期的な診察や入院中
に限定されたデータしか得られないことが多く、自宅での異常を早期に発見することは
困難でした。ウェアラブル技術の進化は、この課題を解決する可能性を秘めており、患
者自身が主体的に健康管理に参加できる個別化医療の実現を後押しします。このような
遠隔モニタリング技術は、医療リソースが限られている地域や高齢化社会において特に
重要な意味を持ちます。



今後の展望

UNSWの研究チームは、この聴診センサーの臨床試験を進め、その精度と信頼性をさら
に検証していく方針です。将来的には、この技術が広く普及し、患者が自宅で安心して
質の高いケアを受けられるようになることが期待されます。また、心臓・呼吸器疾患だ
けでなく、睡眠時無呼吸症候群やその他の慢性疾患のモニタリングにも応用範囲が広が
る可能性があります。ウェアラブル聴診センサーは、医師がより迅速かつ正確に診断を
下し、患者の予後を改善するための強力なツールとなるでしょう。

元記事: https://www.quicknews.co.za/2026/06/11/tiny-wearable-auscultation-sensor-aims-to-be-a-

doctors-stethoscope/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.quicknews.co.za/2026/06/11/tiny-wearable-auscultation-sensor-aims-to-be-a-doctors-stethoscope/
https://www.quicknews.co.za/2026/06/11/tiny-wearable-auscultation-sensor-aims-to-be-a-doctors-stethoscope/


#14 ケンブリッジ大学とGlitterinTech、ラボ級分析を可能
にする10ドルの小型分光器チップを開発

概要

ケンブリッジ大学とGlitterinTechの研究チームが、わずか10ドルという低コストでラボ
レベルの化学分析が可能な小型分光器チップを開発しました。この数センチメートル
のチップは、皮膚を通して血糖値、乳酸、血中アルコール濃度、水分補給などのバイ

オマーカーを非侵襲的に測定する可能性を秘めています。本技術は、ウェアラブル健
康モニタリングデバイスの精度とコスト効率を劇的に向上させ、パーソナルヘルスケ
アの未来を再定義する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月11日  Rasayanika  イギリス



詳細

主要成果

ケンブリッジ大学の研究者とGlitterinTechが共同で、画期的な小型分光器チップを開発
しました。このチップは、わずか10ドルという製造コストでラボレベルの化学分析精度
を実現し、数センチメートルというサイズで非侵襲的にバイオマーカーを測定する能力
を有しています。これにより、高価で大型だった従来の分光器に比べて、アクセス性と
応用範囲が飛躍的に拡大します。

技術・臨床詳細

開発された分光器チップは、特定の波長の光を分析することで、物質の化学組成や濃度
を識別します。このデバイスは、皮膚を介して血糖値、乳酸濃度、血中アルコール濃
度、水分補給レベルといった重要なバイオマーカーを非侵襲的に測定できる可能性を秘
めています。従来の分光器が大型で高価であったのに対し、このチップはシリコンベー
スの製造技術を用いることで、小型化とコスト削減を同時に達成しました。これによ
り、例えばスマートウォッチやウェアラブルパッチなどの日常的な健康モニタリングデ
バイスに統合することが可能となり、ユーザーは継続的かつ手軽に自身の生体データを
把握できるようになります。研究者らは、このチップの精度が既存のラボ機器に匹敵す
ることを確認しており、医療診断、スポーツ科学、一般消費者向け健康製品への応用が
期待されています。

背景・業界文脈

パーソナルヘルスケアと予防医学の分野では、非侵襲的かつ継続的な生体モニタリング
技術への需要が急速に高まっています。特に、糖尿病患者向けの血糖値モニタリング
や、アスリート向けの乳酸レベル測定など、日常的なバイオマーカー追跡は大きな市場
機会を創出しています。しかし、既存の非侵襲技術は精度に課題があったり、医療グレ
ードの分析は高価で専門的な機器を必要とするのが現状でした。この10ドルチップの登
場は、これらの障壁を打ち破り、高性能な化学分析を一般の人々にも手の届くものにす
る可能性を秘めています。



今後の展望

ケンブリッジ大学とGlitterinTechは、この分光器チップのさらなる実用化に向けて、小
型化とエネルギー効率の最適化を進めるとともに、様々なウェアラブルデバイスへの統
合を目指しています。将来的には、スマートフォンに内蔵されることで、パーソナルヘ
ルスケアのセントラルハブとなる可能性も考えられます。この低コストで高性能な分光
器チップは、予防医療、疾患の早期発見、個別の健康管理といった分野において、新た
なイノベーションの波を起こし、医療技術の民主化を加速させる強力なドライバーとな
ることが期待されます。

元記事: https://www.rasayanika.com/2026/06/11/spectrometer-chip-costs-10-and-delivers-lab-grade-

chemical-analysis/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.rasayanika.com/2026/06/11/spectrometer-chip-costs-10-and-delivers-lab-grade-chemical-analysis/
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#15 Erste Group Bank、アボットの2027年度利益見通し
を下方修正するも、リブレデュオCEマーク取得を成長ドラ
イバーと評価

概要

Erste Group Bankは、Abbott Laboratoriesの2027年度利益見通しをわずかに引き下げま

した。しかし、同銀行はアボットが最近、デュアルグルコースおよびケトンセンシン
グ技術「リブレデュオ」のCEマークを取得したことを、糖尿病ケア市場における潜在
的な強力な成長ドライバーとして注目しています。このCEマーク取得は、アボットが

競争激化するCGM市場で優位性を確立するための重要なマイルストーンとなります。

公開日 2026年06月11日  MarketBeat  アメリカ



詳細

主要成果

Erste Group Bankは、医療機器大手Abbott Laboratories（NYSE: ABT）の2027年度におけ
る利益見通しをわずかに下方修正したことを発表しました。この修正にもかかわらず、
同銀行はアボットが最近取得した、革新的なデュアルグルコースおよびケトンセンシン
グ技術「リブレデュオ」のCEマークを、糖尿病ケア市場における同社の重要な成長ドラ
イバーとして高く評価しています。

技術・臨床詳細

Abbottのリブレデュオは、単一のウェアラブルセンサーで血糖値と同時に血中ケトン体
レベルを測定できる連続血糖モニタリング（CGM）システムです。ケトン体測定は、特
に1型糖尿病患者や特定の2型糖尿病患者において、糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）
などの重篤な合併症のリスクを早期に検出する上で極めて重要です。CEマークの取得
は、リブレデュオが欧州連合（EU）の健康、安全、環境保護基準を満たしていることを
意味し、欧州市場での商業化が可能になります。この二重測定機能は、従来のCGMシス
テムにはない付加価値を提供し、患者と医療従事者双方にとってより包括的な糖尿病管
理を可能にします。

背景・業界文脈

世界の糖尿病人口の増加とCGM市場の急速な拡大は、Abbottのような企業にとって大
きな機会を提供しています。特に、競争が激化するCGM市場において、リブレデュオの
ような革新的な機能を持つ製品は、市場シェアを拡大し、差別化を図る上で不可欠で
す。Erste Group Bankの見通し修正は短期的な市場要因によるものかもしれませんが、
リブレデュオのCEマーク取得は、アボットが糖尿病ケア分野で長期的な競争優位性を確
立するための戦略的な動きとして評価されています。



今後の展望

リブレデュオの欧州市場導入は、アボットの糖尿病ケアポートフォリオを強化し、収益
成長に大きく貢献すると予想されます。また、このデュアルセンシング技術は、将来的
には世界の他の主要市場での承認取得を目指す上で強固な基盤となるでしょう。市場ア
ナリストは、リブレデュオが糖尿病管理の新たな標準を確立し、患者の安全とQOL向上
に寄与するとともに、アボットの株価に対するポジティブな影響をもたらす可能性を指
摘しています。この技術の成功は、より高度なバイオセンサー技術が医療市場に与える
影響の好例となるでしょう。

元記事: https://www.marketbeat.com/instant-alerts/erste-group-bank-has-negative-outlook-of-abt-

fy2027-earnings-2026-06-11/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.marketbeat.com/instant-alerts/erste-group-bank-has-negative-outlook-of-abt-fy2027-earnings-2026-06-11/
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#16 Dorsey & Whitney Trust CO LLC、Abbott
Laboratoriesの株式を一部売却も、リブレデュオCEマーク
取得に注目

概要

Dorsey & Whitney Trust CO LLCがAbbott Laboratoriesの株式保有数を一部減らしたと

報告されました。しかし、この売却の動きにもかかわらず、Abbottは最近、デュアル
グルコースおよびケトンセンシング技術「リブレデュオ」のCEマークを取得し、糖尿
病ケア分野における重要な成長ドライバーとして注目を集めています。リブレデュオ

の市場導入は、アボットの競争力を高める上で重要な要素です。

公開日 2026年06月11日  MarketBeat  アメリカ



詳細

主要成果

Dorsey & Whitney Trust CO LLCは、医療技術大手Abbott Laboratories（NYSE: ABT）の株
式の一部を売却し、同社に対する保有数を減らしたことを規制当局に報告しました。こ
の投資行動は市場の通常のポートフォリオ調整の一環と見られますが、Abbottは同時
に、革新的なデュアルグルコースおよびケトンセンシング技術「リブレデュオ」のCEマ
ーク取得というポジティブなニュースを発表し、糖尿病ケア市場での潜在的な成長ドラ
イバーとして注目を集めています。

技術・臨床詳細

Abbottのリブレデュオは、血糖値と同時に血中ケトン体レベルを測定できる先進的な連
続血糖モニタリング（CGM）システムであり、糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）など
の深刻な合併症のリスクを早期に特定する上で重要な役割を果たします。CEマークの取
得は、リブレデュオが欧州連合（EU）の厳しい健康、安全、環境保護の基準を満たした
ことを公的に認められたものであり、欧州市場での販売を可能にします。このデュアル
センシング機能は、患者がより包括的に自身の状態を把握し、医療従事者がより的確な
治療計画を立てることを支援します。従来のCGMにないこの機能は、特に高リスクの糖
尿病患者にとって大きなメリットとなります。

背景・業界文脈

世界の糖尿病有病率の増加と、患者の生活の質を向上させるための技術革新への強い要
求は、CGM市場の急速な成長を牽引しています。Abbottは、FreeStyle Libreシリーズで
CGM市場の主要プレイヤーの一つとしての地位を確立しており、リブレデュオはその製
品ポートフォリオをさらに強化するものです。投資家による株式の売却は、特定の市場
変動やポートフォリオ戦略に基づくものである可能性があり、必ずしも企業の長期的な
見通しに対するネガティブなシグナルではありません。むしろ、リブレデュオのような
革新的な製品の導入は、Abbottがこの競争の激しい市場で優位性を維持し、新たな成長
機会を捉える上で重要な戦略的意義を持ちます。



今後の展望

リブレデュオの欧州市場への導入は、Abbottの糖尿病ケア部門の収益に寄与し、同社の
市場でのプレゼンスをさらに高めることが期待されます。将来的には、この技術が北米
を含む他の主要地域でも承認を得られれば、その影響はさらに大きくなるでしょう。デ
ュアルセンシング機能は、糖尿病管理のパラダイムを変える可能性を秘めており、より
精密な個別化医療の実現に貢献すると考えられます。これにより、Abbottは長期的な成
長を維持し、投資家からの評価を再構築する可能性を秘めています。

元記事: https://www.marketbeat.com/instant-alerts/filing-abbott-laboratories-abt-shares-sold-by-

dorsey-whitney-trust-co-llc-2026-06-11/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.marketbeat.com/instant-alerts/filing-abbott-laboratories-abt-shares-sold-by-dorsey-whitney-trust-co-llc-2026-06-11/
https://www.marketbeat.com/instant-alerts/filing-abbott-laboratories-abt-shares-sold-by-dorsey-whitney-trust-co-llc-2026-06-11/


#17 An-Najah National University、食品中のスルファメ
サジンを超高感度で検出するMIPs-SPRセンサー開発

概要

An-Najah National Universityの研究者、Asaad A. Sfoog氏らが、食品中の残留スルファ
メサジンを極めて高感度で検出するための新しい表面プラズモン共鳴（SPR）センサ
ーを開発しました。このセンサーは、光重合分子インプリントポリマー（MIP）を表

面にコーティングすることで、高い選択性と検出限界を達成しています。本技術は、
食品安全モニタリングにおける重要なブレークスルーであり、消費者の健康保護に貢
献する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月11日  An-Najah journals  パレスチナ



詳細

主要成果

An-Najah National Universityの研究チームが、食品製品中に含まれるスルファメサジン
を高感度かつ選択的に検出するための、光重合分子インプリントポリマー（MIP）コー
ティング表面プラズモン共鳴（SPR）センサーの開発に成功しました。この革新的なセ
ンサーは、食品安全検査の精度と効率を大幅に向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発されたSPRセンサーは、その検出原理として光波が金属表面に当たった際に生じる
表面プラズモン共鳴現象を利用しています。センサー表面には、スルファメサジン分子
と特異的に結合する「鍵穴」のような構造を持つMIPが光重合によって形成されていま
す。MIPは、対象物質（この場合はスルファメサジン）が存在する状態でポリマーを重
合させ、その後対象物質を除去することで、対象物質に特異的な認識サイトを作り出す
技術です。これにより、センサーは食品サンプル中の他の多くの化合物の中からスルフ
ァメサジンだけを高い選択性で捉え、その結合量をSPR信号の変化として高感度に検出
します。このアプローチは、従来の分析法と比較して、複雑な前処理を簡素化し、迅速
なオンサイト分析を可能にする利点があります。

背景・業界文脈

スルファメサジンは、家畜の感染症治療に用いられる抗生物質ですが、その残留物が食
品（肉、牛乳、卵など）中に存在すると、ヒトの健康に悪影響を及ぼす可能性がありま
す。具体的には、アレルギー反応、薬剤耐性菌の出現、腸内フローラの乱れなどが懸念
されます。このため、国際的に食品中のスルファメサジン残留規制が厳しくなり、食品
安全機関は高感度かつ迅速な検出方法を求めています。現在の検出法は、ガスクロマト
グラフィー質量分析法（GC-MS）や高速液体クロマトグラフィー（HPLC）などが主流
ですが、これらは高価で時間と専門知識を要します。MIPs-SPRセンサーは、これらの課
題を克服し、現場での簡便かつ高精度なスクリーニングを可能にする技術として期待さ
れています。



今後の展望

An-Najah National Universityの研究チームは、このMIPs-SPRセンサーの実用化に向け
て、さらに性能評価と最適化を進める予定です。特に、実際の食品サンプルにおける堅
牢性、再現性、および複数のスルホンアミド系抗生物質を同時に検出するマルチプレッ
クス機能の開発が今後の焦点となるでしょう。この技術が商業化されれば、食品製造業
者や品質管理機関は、より迅速かつコスト効率の高い方法で食品の安全性を確保できる
ようになり、結果として消費者の健康保護に大きく貢献することが期待されます。将来
的には、環境モニタリングや臨床診断といった他の分野への応用も視野に入れていま
す。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#18 早稲田大学 亀岡潤准教授、ウイルス感染と神経伝達
物質モニタリングのための革新的ウェアラブルセンサーを
開発

概要

早稲田大学の亀岡潤准教授の研究室が、ウイルス感染モニタリング用のウェアラブル

紙ベースウイルスセンサーを開発しました。このセンサーは、分子インプリント技術
と導電性ポリアニリンポリマーを組み合わせることで、レンチウイルスを4181 TU/mL

の検出限界で検出可能であり、乾燥状態での優れた安定性を示します。さらに、間質

液中のセロトニンを検出する高感度ウェアラブル電気化学バイオセンサーの開発も進
めており、診断と個別化医療の進歩に貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月11日  早稲田大学  日本



詳細

主要成果

早稲田大学の亀岡潤准教授の研究室は、ウイルス感染モニタリングと神経伝達物質検出
という二つの重要な分野で、革新的なウェアラブルセンサー技術を開発しています。特
に、ウイルス感染を検出するための紙ベースウイルスセンサーと、間質液中のセロトニ
ンを高感度で測定するウェアラブル電気化学バイオセンサーは、医療診断と個別化医療
の新たな道を拓くものです。

技術・臨床詳細

ウイルス感染モニタリング用のウェアラブル紙ベースウイルスセンサーは、分子インプ
リント技術（MIP）と導電性ポリアニリンポリマーを巧みに組み合わせることで、ウイ
ルス粒子を特異的かつ効率的に検出します。研究室での試験では、このセンサーがレン
チウイルスを4181 TU/mLという低い検出限界で認識できることが示されています。ま
た、エアロゾル中では0.33%から2.90%の検出効率を達成し、乾燥状態での優れた長期
安定性も実証されており、広範な環境での実用化が期待されます。MIP技術は、対象ウ
イルスに対する「人工抗体」として機能し、高い選択性を確保します。一方、間質液中
のセロトニン検出を目指すウェアラブル電気化学バイオセンサーは、精神神経疾患や気
分障害の診断・治療モニタリングにおいて、従来の血液検査よりもリアルタイムで侵襲
性の低いデータ提供を可能にします。このセンサーは、体液中の微細なセロトニン濃度
変化を電気化学的に検出し、個人の生理状態やストレスレベルを客観的に評価する潜在
力を持ちます。

背景・業界文脈

現在のウイルス感染症診断は、PCR検査などのラボベースの検査が主流であり、結果が
出るまでに時間がかかることや、現場での迅速診断が難しいという課題があります。ウ
ェアラブルウイルスセンサーは、この課題を克服し、パンデミック時のスクリーニング
や、特定集団の継続的なモニタリングに革命をもたらす可能性があります。また、精神
神経疾患の診断と治療においては、神経伝達物質のリアルタイムモニタリングが不可欠
ですが、これまでは侵襲的な手法が主でした。ウェアラブル電気化学バイオセンサー
は、患者の負担を軽減しつつ、より詳細な生理学的データを提供することで、個別化さ
れた治療戦略の策定に大きく貢献することが期待されています。



今後の展望

亀岡准教授の研究室は、これらのウェアラブルセンサー技術のさらなる最適化と臨床検
証を進めていく方針です。紙ベースウイルスセンサーは、インフルエンザウイルスや
COVID-19ウイルスなど、より広範な病原体への応用を目指し、間質液セロトニンセン
サーは、うつ病や不安障害などの精神神経疾患における臨床試験での有効性評価が次の
ステップとなるでしょう。これらの技術が実用化されれば、感染症の早期発見・封じ込
め、そして精神疾患患者のQOL向上に大きく貢献し、遠隔医療と個別化医療の新たなフ
ロンティアを開くことになります。

元記事: https://w-rdb.waseda.jp/html/100003445_en.html

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://w-rdb.waseda.jp/html/100003445_en.html


#19 非侵襲的血糖値モニタリングの現状：精度と信頼性の
課題、真の非侵襲デバイスは未確立

概要

非侵襲的な血糖値測定器は指先穿刺なしで血糖値をチェックする可能性を秘めている
ものの、現在市販されているほとんどのデバイスは日常的な追跡ツールとして期待さ
れる医療レベルの精度と信頼性に達していません。現在「非侵襲的」と称される多く

の製品は、皮膚の下に小さなフィラメントを装着する低侵襲な連続血糖モニタリング
（CGM）を指しており、真の非侵襲技術の実現には依然として大きな課題が残されて
います。

公開日 2026年06月11日  Health.com  アメリカ



詳細

主要成果

非侵襲的な血糖値測定器の開発は、糖尿病患者にとって画期的な進歩をもたらす可能性
を秘めていますが、現在のところ、指先穿刺を完全に不要とする医療レベルの精度と信
頼性を持つデバイスはまだ市場に広く普及していません。消費者の期待が高まる一方
で、多くの「非侵襲的」と謳われる製品は、実際には皮膚に微細なフィラメントを挿入
する低侵襲な連続血糖モニタリング（CGM）に分類されます。

技術・臨床詳細

真の非侵襲的血糖値測定技術は、血液や間質液にアクセスすることなく、皮膚表面から
グルコース濃度を測定することを目的としています。これには、光学式（赤外線、ラマ
ン分光法）、マイクロ波、熱検出、電気化学センサーなど様々なアプローチが研究され
ています。しかし、これらの技術は、皮膚の構造、汗や体毛、体温、血流の変化といっ
た多くの生理学的要因によって測定が妨げられ、医療診断に必要な精度と再現性を安定
して提供することが困難であることが課題となっています。現行のCGMシステム
（AbbottのFreeStyle LibreやDexcomのGシリーズなど）は、一般的に上腕の皮下にセン
サーフィラメントを挿入し、間質液中のグルコース濃度を測定します。これは低侵襲で
はありますが、厳密には「非侵襲」ではありません。

背景・業界文脈

糖尿病患者は世界中で増加しており、血糖値モニタリングは病状管理に不可欠です。し
かし、従来の指先穿刺による方法は痛みを伴い、頻繁な測定が困難であるため、患者の
QOLを低下させる要因となっています。このため、痛みを伴わない非侵襲的な測定器へ
の需要は非常に高く、多くの企業や研究機関が開発競争を繰り広げています。しかし、
FDA（米国食品医薬品局）やその他の規制機関は、医療機器としての承認に際して非常
に厳しい精度と安全性の基準を設けており、現在のところ、真に非侵襲的な血糖値測定
器でこれらの基準をクリアしたものはほとんどありません。



今後の展望

非侵襲的血糖値モニタリング技術の進化は継続しており、将来的には画期的なブレーク
スルーが期待されています。研究開発は、より洗練されたセンサー技術、高度なアルゴ
リズム、そしてAI（人工知能）を活用したデータ解析によって、生理学的ノイズを克服
し、高精度な測定を実現することを目指しています。しかし、その実現にはまだ数年の
開発期間が必要と見られています。今後、消費者は「非侵襲的」という表示の背後にあ
る実際の技術的特性と、それが提供する精度レベルを注意深く評価することが求められ
ます。真の非侵襲デバイスが実現すれば、糖尿病管理のパラダイムを根本的に変革し、
患者の負担を大幅に軽減する可能性があります。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#20 Rakesh Kumar Sharma教授ら、食品・水媒介病原体
モニタリング向け機能化ナノ材料ベースバイオセンシング
の最新進捗を発表

概要

Rakesh Kumar Sharma教授らの研究チームが、食品および水媒介病原体のモニタリン
グに特化した機能化ナノ材料ベースバイオセンシングの最新進歩に関する重要なジャ

ーナル記事を発表しました。この研究は、ナノテクノロジーを応用して病原体を迅速
かつ高感度で検出する新しい手法に焦点を当てており、食品安全と公衆衛生の分野に

革新をもたらす可能性を秘めています。特に、環境中の有害物質を早期に特定する上
で重要な意義を持ちます。

公開日 2026年06月11日  Environmental Nanotechnology, Monitoring & Management  イン
ド



詳細

主要成果

Rakesh Kumar Sharma教授とその研究チームは、食品および水媒介病原体の高精度モニ
タリングを実現するための機能化ナノ材料ベースバイオセンシングの最新の進歩につい
て、詳細なジャーナル記事を発表しました。この研究は、ナノテクノロジーの力を活用
して、環境中の病原体を迅速かつ高感度で検出する革新的なソリューションを提供する
ことを目指しています。

技術・臨床詳細

このレビュー記事では、様々な機能化ナノ材料、例えば金ナノ粒子、量子ドット、グラ
フェンベース材料などが、バイオセンサーの感度、選択性、応答速度を向上させる上で
どのように利用されているかが詳述されています。これらのナノ材料は、病原体（細
菌、ウイルス、寄生虫など）の特定の生体分子（DNA、RNA、タンパク質など）と特異
的に相互作用するためのプラットフォームを提供します。ナノスケールの構造は、高い
表面積対体積比とユニークな物理化学的特性を有しており、これにより検出シグナルを
増幅し、非常に低い濃度の病原体であっても正確に検出することが可能になります。例
えば、蛍光、電気化学、表面プラズモン共鳴（SPR）などの検出原理と組み合わせるこ
とで、従来の検出法よりも迅速かつコスト効率の高いオンサイトモニタリングが実現さ
れつつあります。

背景・業界文脈

食品および水媒介病原体による汚染は、世界中で深刻な公衆衛生上の脅威となってお
り、毎年何百万人もの人々が疾患に罹患し、経済的損失も甚大です。従来の病原体検出
方法は、培養ベースの時間がかかる方法や、高価なラボ機器を必要とする分子生物学的
手法が主流でした。しかし、これらの方法は、特に食中毒や水系感染症の緊急事態にお
いて、迅速な対応を妨げる要因となっていました。機能化ナノ材料ベースバイオセンシ
ングの発展は、これらの課題を克服し、食品加工施設、浄水場、環境モニタリングステ
ーションなど、様々な現場でのリアルタイムかつ高感度な病原体検出を可能にするもの
です。



今後の展望

Rakesh Kumar Sharma教授らの研究は、次世代の食品安全および水質管理システム開発
に向けた重要な基盤を提供します。今後の研究は、複数の病原体を同時に検出できるマ
ルチプレックスセンサーの開発、デバイスの小型化とポータブル化、そして実際の食品
や水サンプルにおける堅牢性と信頼性のさらなる検証に焦点を当てるでしょう。この技
術が広く普及すれば、病原体によるアウトブレイクの早期警告、食品供給の安全性向
上、および世界的な公衆衛生の改善に大きく貢献することが期待されます。これは、バ
イオセンサー分野におけるナノテクノロジーの無限の可能性を示すものです。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#21 Aliら2020年の研究、ポリアルギニンMIPセンサーで
食品中のジメトリダゾールを0.1 nMの超高感度で検出

概要

Aliら（2020）の研究チームが、ポリアルギニンベースの分子インプリントポリマー
（MIP）センサーを用いて、卵、牛乳、蜂蜜といった食品マトリックス中のジメトリ
ダゾールを0.1 nMという超高感度で検出することに成功しました。この電気化学検出

における画期的な進歩は、食品安全モニタリングに革命をもたらし、抗菌剤イノベー
ションにおけるジメトリダゾールの翻訳的活用を示唆しています。本技術は、微量な
有害物質の迅速かつ正確な検出を可能にし、消費者の健康保護に大きく貢献します。

公開日 2026年06月11日  Inhibitor Research Hub  不明



詳細

主要成果

Aliら（2020）による画期的な研究は、ポリアルギニンベースの分子インプリントポリ
マー（MIP）センサーを開発し、卵、牛乳、蜂蜜などの複雑な食品マトリックス中に存
在するジメトリダゾールを、これまでにない0.1 nMという超高感度で電気化学的に検出
することに成功しました。この発見は、食品安全モニタリング分野における重要なブレ
ークスルーを意味し、抗菌剤イノベーションにおけるジメトリダゾールの新たな翻訳的
活用を示唆しています。

技術・臨床詳細

開発されたMIPセンサーは、ポリアルギニンを基盤としたポリマーネットワーク内に、
ジメトリダゾール分子に特異的な認識サイトを形成することで機能します。この分子イ
ンプリント技術により、センサーは食品サンプル中の他の様々な化合物の中からジメト
リダゾールだけを非常に高い選択性で結合・検出することができます。電気化学検出法
を用いることで、ジメトリダゾールとMIPの結合イベントが電気信号の変化として高感
度に変換され、超低濃度での測定が可能となります。0.1 nMという検出限界は、従来の
多くの検出法と比較して数桁高い感度を示しており、微量な残留物も確実に検出できる
ことを意味します。この技術は、高価で時間のかかるラボベースの分析機器を必要とせ
ず、現場での迅速かつコスト効率の高いスクリーニングを可能にする点で非常に魅力的
です。

背景・業界文脈

ジメトリダゾールは、動物用医薬品として用いられる抗生物質であり、特に家畜の感染
症治療に利用されます。しかし、食品中にその残留物が存在すると、ヒトの健康に潜在
的なリスクをもたらす可能性があります。そのため、食品安全規制機関は、肉、乳製
品、卵などの食品中のジメトリダゾール残留物に対する厳しい基準を設定しており、迅
速かつ高感度な検出方法の開発が強く求められていました。この研究は、食品安全性を
確保するための効果的なツールを提供し、公衆衛生の保護に貢献するだけでなく、抗菌
剤の適切な使用と管理を促進する上でも重要な意味を持ちます。



今後の展望

このポリアルギニンMIPセンサー技術は、ジメトリダゾールだけでなく、他の重要な抗
生物質や有害物質の食品中残留物検出にも応用できる可能性を秘めています。研究チー
ムは今後、デバイスのさらなる小型化、ポータブル化、およびリアルタイムモニタリン
グ機能の強化に取り組むでしょう。また、様々な食品マトリックスにおける堅牢性と再
現性の検証を進め、最終的な商業化を目指します。本技術が実用化されれば、食品サプ
ライチェーン全体における品質管理を向上させ、消費者がより安全な食品を享受できる
ようになることが期待されます。これは、バイオセンサー分野における分子インプリン
ト技術の大きな可能性を示すものです。

元記事: https://first-strand-cdna.com/index.php?g=Wap&m=Article&a=detail&id=340

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://first-strand-cdna.com/index.php?g=Wap&m=Article&a=detail&id=340


#22 スマートセンサー技術が医療、環境、製造、農業分野
で進化、診断とフレキシブルデバイスを推進

概要

スマートセンサー技術の進化は、医療、環境モニタリング、スマート製造、精密農業
など多岐にわたる応用分野を劇的に推進しています。医療分野では、柔軟なセンサー
がスマート絆創膏やフレキシブルオキシメーターといったウェアラブルデバイスに組

み込まれ、バイオセンサーは診断において不可欠な役割を果たしています。この技術
は、データ駆動型社会における効率と精度を向上させる基盤となり、様々な産業に革
新をもたらします。

公開日 2026年06月11日  Knowledge  不明



詳細

主要成果

スマートセンサー技術の継続的な進化は、医療、環境モニタリング、スマート製造、精
密農業など、広範な産業分野において革新的な応用シナリオを可能にしています。特に
医療分野では、柔軟なセンサーがスマート絆創膏やフレキシブルオキシメーターなどの
ウェアラブルデバイスに組み込まれ、患者の健康状態を継続的に監視できるようにな
り、バイオセンサーは疾患の早期診断と個別化治療において不可欠なツールとして機能
しています。

技術・臨床詳細

スマートセンサーは、光、熱、圧力、化学物質などの物理的・化学的信号を検出・測定
し、これをデジタルデータに変換する装置です。これらのセンサーは、高度な材料科
学、マイクロエレクトロニクス、データ処理アルゴリズムの融合によって実現されてい
ます。医療分野では、柔軟性と生体適合性を備えたセンサーが、皮膚に直接装着される
スマート絆創膏として、心拍数、体温、汗中の生体マーカーなどをリアルタイムで測定
します。また、フレキシブルオキシメーターは、従来の硬質なパルスオキシメーターに
代わり、より快適で長時間の酸素飽和度モニタリングを提供します。バイオセンサー
は、血液、尿、唾液などの体液中の特定の分子（グルコース、ホルモン、病原体など）
を検出し、疾患の診断、治療効果のモニタリング、予防医療に活用されています。これ
らの技術は、患者のQOL向上と医療費削減に貢献する潜在力を持っています。

背景・業界文脈

IoT（モノのインターネット）の普及とビッグデータ分析の進展は、スマートセンサー
技術の発展を加速させています。これにより、リアルタイムで正確なデータを収集し、
それを基にした意思決定が可能になり、様々な産業の効率と生産性が向上しています。
医療分野では、高齢化社会と慢性疾患の増加に伴い、病院外での継続的な健康モニタリ
ングと早期診断の必要性が高まっており、スマートセンサーはその中核を担う技術とな
っています。製造業では、予知保全や品質管理に、農業では土壌・作物モニタリングに
よる精密農業に貢献しています。



今後の展望

スマートセンサー技術は、今後も急速な発展が続くと予想されます。特に、より小型
で、より高感度、より低消費電力のセンサーの開発が焦点となるでしょう。医療分野で
は、多項目同時測定が可能な多機能センサーや、体内に埋め込むインプラント型センサ
ーの研究が進展すると考えられます。AI（人工知能）との融合により、センサーから得
られた膨大なデータを自動で解析し、疾患の予測や個別の健康アドバイスを提供するシ
ステムも実現するでしょう。これらの進歩は、我々の生活、仕事、そして健康管理の方
法を根本的に変革し、よりスマートで持続可能な社会の実現に貢献することが期待され
ます。

元記事: https://www.market-prospects.com/articles/the-development-of-smart-sensor-technology

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.market-prospects.com/articles/the-development-of-smart-sensor-technology


#23 スマートウォッチ非侵襲血糖値モニタリング、2026
年現在も医療レベルの精度・信頼性は未確立とFDAが指摘

概要

2026年現在、非侵襲的な血糖値モニタリングに関する査読済みの研究は、消費者向け
ウェアラブルデバイスとしてはまだ限定的です。FDA（米国食品医薬品局）とジョン
ズ・ホプキンス大学は、皮膚を貫通せずに医療レベルの精度を達成した手首装着型デ

バイスは存在しないと明確に指摘しています。現在の市販されている「スマートウォ
ッチ」の血糖値機能に関する研究では、信頼できる結果は得られておらず、消費者は
その謳い文句に注意が必要です。

公開日 2026年06月11日  [Unnamed Health Publication]  アメリカ



詳細

主要成果

2026年現在においても、スマートウォッチなどの消費者向けウェアラブルデバイスによ
る非侵襲的血糖値モニタリングは、医療レベルの精度と信頼性を確立するに至っていま
せん。米国食品医薬品局（FDA）およびジョンズ・ホプキンス大学といった権威ある機
関は、皮膚を穿刺することなく血糖値を正確に測定できる手首装着型デバイスは現在存
在しないと明言しています。これは、市場に流通している一部の製品の謳い文句とは異
なる、重要な科学的事実です。

技術・臨床詳細

非侵襲的血糖値モニタリング技術は、主に光学的手法（赤外線分光法、ラマン分光
法）、マイクロ波、熱検出、電気化学センサーなどを利用して、皮膚表面からグルコー
ス濃度を推測しようと試みるものです。しかし、これらの技術は、皮膚の厚さ、水分
量、血流、体温、汗、さらには個人の肌の色といった多様な生理学的要因によって測定
結果が大きく影響を受けやすいという本質的な課題を抱えています。これらのノイズ要
因を排除し、医療診断に必要な高い精度（例えば、平均絶対相対差 (MARD) が10%未
満）と再現性を安定的に達成することは極めて困難です。そのため、現在市販されてい
る多くのスマートウォッチが「血糖値モニタリング」機能を提供していると主張するも
のの、それらの数値は通常、医療用途としては承認されておらず、指先穿刺や連続血糖
モニタリング（CGM）デバイスのような臨床的信頼性を持たないとされています。

背景・業界文脈

糖尿病患者の増加と、より快適で継続的な血糖管理へのニーズは、非侵襲的血糖値モニ
タリング技術に対する巨大な市場需要を生み出しています。しかし、この高まる期待に
乗じて、科学的根拠に乏しい製品や、医療機器としての承認を得ていないデバイスが市
場に出回るリスクも高まっています。FDAや医療専門家団体は、消費者が誤解に基づい
た製品選択をしないよう、繰り返し警告を発しています。これは、患者の健康に直接影
響を及ぼす可能性のある医療情報やデバイスの信頼性を確保するための重要な取り組み
です。



今後の展望

真に非侵襲的で医療レベルの精度を持つ血糖値モニタリングデバイスの開発は、依然と
して医療技術研究における最優先課題の一つです。今後の研究は、高度な多重センシン
グ技術、機械学習アルゴリズム、およびAIを活用して、生理学的ノイズを補正し、より
堅牢な測定結果を得ることに焦点を当てるでしょう。しかし、その実用化にはまだ数年
以上の時間が必要と見られています。それまでの間、糖尿病患者や一般消費者は、血糖
値測定に関する情報源やデバイスの選択において、FDAなどの公的機関や医療専門家の
助言を参考にし、未承認のデバイスの機能について過度な期待を抱かないよう注意する
必要があります。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#24 ウメオ大学、親水性分析物向けMIPモノリスの開発で
博士論文を発表、臨床・食品・環境科学に応用

概要

ウメオ大学のChau Minh Huynh氏が、親水性分析物（水溶性物質）を対象とした分子
インプリントモノリス（MIP）の開発に関する博士論文を発表します。この研究は、
MIPを製造するための新規アプローチと、その結合メカニズムの解明に焦点を当てて

います。本研究は、MIP技術を臨床診断、食品分析、環境科学といった分野で増加す
る高感度検出の需要に対応させ、バイオセンサー分野における新たな進歩を促進する
と期待されています。

公開日 2026年06月11日  Umeå University  スウェーデン



詳細

主要成果

スウェーデンのウメオ大学のChau Minh Huynh氏が、親水性分析物（水溶性物質）に特
化した分子インプリントモノリス（MIP）の開発に関する博士論文を発表します。この
論文は、MIPの合成における革新的なアプローチと、それらの選択的な結合メカニズム
の詳細な解明に焦点を当てており、臨床、食品、環境科学といった分野における分析ニ
ーズの高まりに応えることを目指しています。

技術・臨床詳細

分子インプリントポリマー（MIP）は、「人工抗体」とも呼ばれ、特定のターゲット分
子（分析物）に対して高い選択性と親和性を持つように設計されたポリマー材料です。
Huynh氏の研究は、MIPの製造プロセスを改良し、これまで困難とされてきた親水性分
析物に対するMIPの性能を向上させることに成功しました。モノリス型MIPは、固相抽
出やセンサー用途で利用される多孔質構造体であり、均一な構造と優れた流体透過性を
提供します。論文では、MIPの鋳型分子（分析物）との結合挙動を分子レベルで深く理
解するための新規手法も提示されており、MIP設計の最適化に貢献します。これによ
り、微量な親水性バイオマーカー、食品中の添加物、水中の汚染物質などを、より高感
度かつ迅速に検出できるバイオセンサーや分離材料の開発が加速されると期待されま
す。

背景・業界文脈

親水性分析物の高感度検出は、特に医療診断（例えば、水溶性ビタミン、薬物代謝産
物、低分子ペプチドなどのバイオマーカー）、食品安全（水溶性農薬、抗生物質、毒
素）、環境モニタリング（水溶性重金属、有機汚染物質）といった多くの分野で切実に
求められています。しかし、親水性物質は、従来の疎水性MIPでは効率的な結合サイト
を形成しにくく、MIP技術の適用が限定的でした。Huynh氏の研究は、この技術的ギャ
ップを埋め、MIPの応用範囲を大幅に拡大するものです。これは、より複雑な生体・環
境サンプルからの分析物分離・検出を可能にし、より精密な分析化学的手法への道を開
きます。



今後の展望

Chau Minh Huynh氏の博士論文で提案されたMIPモノリスの開発と結合メカニズムの解
明は、MIP技術の科学的基盤を強化し、将来的な実用化に向けた重要なステップとなり
ます。今後の研究は、これらのMIPを実際のバイオセンサーデバイスや分離カラムに統
合し、様々な親水性分析物のリアルタイム検出、高効率分離、および定量化におけるそ
の性能を検証することに焦点を当てるでしょう。これにより、より正確で効率的な診
断、食品安全管理、環境保護のための新しいツールが提供されることが期待されます。
この研究成果は、バイオセンサーと分離科学の未来を形作る上で重要な貢献となるでし
ょう。

元記事: https://umu.diva-portal.org/smash/coming.jsf?dswid=1765

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://umu.diva-portal.org/smash/coming.jsf?dswid=1765


#25 アボットFreeStyle Libre、4歳以上糖尿病患者向けに
リアルタイム血糖値モニタリングを最大10日間提供

概要

アボット・ラボラトリーズが提供するFreeStyle Libreシステムは、4歳以上の糖尿病患
者を対象とした小型ウェアラブルセンサーとスマートフォンアプリで、継続的な血糖
値モニタリングを実現します。このシステムは、指先穿刺なしで最大10日間、リアル

タイムの血糖値測定を提供し、衣類の上からでも測定データを確認できる利便性を持
ちます。これにより、糖尿病患者の自己管理を大幅に改善し、より質の高い生活をサ
ポートします。

公開日 2026年06月11日  Health Insider  カナダ



詳細

主要成果

Abbott Laboratoriesが開発したFreeStyle Libreシステムは、4歳以上の糖尿病患者向けに
設計された革新的な連続血糖モニタリング（CGM）ソリューションです。このシステム
は、小型のウェアラブルセンサーと専用のスマートフォンアプリを組み合わせること
で、従来の指先穿刺を必要とせず、最大10日間にわたりリアルタイムで血糖値データを
継続的に提供します。この機能により、患者はより快適で包括的な血糖管理が可能にな
ります。

技術・臨床詳細

FreeStyle Libreシステムは、上腕後部に装着される直径約3.5cmの小型センサーで構成さ
れており、このセンサーは皮膚の下に長さ5mmほどの細いフィラメントを挿入するこ
とで、間質液中のグルコース濃度を1分ごとに自動で測定します。測定データは、専用
のリーダーデバイスまたは互換性のあるスマートフォンアプリ（FreeStyle LibreLinkな
ど）をセンサーにかざすだけで読み取ることができ、リアルタイムの血糖値だけでな
く、過去8時間分の血糖トレンドグラフも表示されます。この「スキャン式」のCGM

は、従来のCGMと比較してセンサーが安価であり、キャリブレーションのための指先穿
刺が不要である点が大きな利点です。また、衣類の上からでもスキャンできるため、日
常生活の邪魔にならず、患者の利便性を大幅に向上させます。これにより、患者は血糖
値の変動パターンをより正確に理解し、食事、運動、インスリン投与などの管理を最適
化できます。

背景・業界文脈

糖尿病は世界中で増加しており、効果的な血糖管理は合併症予防のために不可欠です。
しかし、従来の指先穿刺による血糖測定は、痛みや手間のために患者の負担が大きく、
測定頻度が限られるという課題がありました。CGM技術の登場は、この課題を解決し、
患者のQOLを劇的に向上させる可能性を秘めています。AbbottのFreeStyle Libreは、そ
の手軽さと費用対効果の高さから、CGM市場において大きなシェアを獲得しており、特
にインスリンを使用しない2型糖尿病患者や、血糖トレンドの把握を重視する患者層に
広く普及しています。このような技術革新は、医療現場における糖尿病管理のパラダイ
ムを変革しています。



今後の展望

Abbottは、FreeStyle Libreシステムのさらなる進化と、より広範な患者層へのアクセス
拡大を目指しています。将来的な展望としては、センサーの装着期間の延長、測定精度
のさらなる向上、他の医療機器（例えばインスリンポンプ）との連携強化、そしてデー
タ解析機能の高度化などが挙げられます。また、予防医療や健康管理の分野への応用も
期待されており、糖尿病患者だけでなく、一般的な健康意識の高い人々にも利用が広が
る可能性があります。FreeStyle LibreのようなウェアラブルCGMシステムは、個別化さ
れたヘルスケアを実現し、患者が自身の健康をより積極的に管理できるようになる未来
を牽引する重要な技術となるでしょう。

元記事: https://thehealthinsider.ca/top-5-health-wearables-you-need-to-know-about-today/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://thehealthinsider.ca/top-5-health-wearables-you-need-to-know-about-today/


#26 2026年のデジタル血糖値測定器：CGMがリアルタイ
ムトレンドと履歴データで代謝意識を変革

概要

2026年におけるデジタル血糖値測定器の現状について、従来の単一測定値を提供する
メーターと、傾向、変化の方向と速度、数時間または数日間の履歴グラフを提供する
連続血糖モニタリング（CGM）デバイスとの違いが強調されています。CGMは、患者

の代謝状態に対する深い洞察を提供することで、糖尿病管理と全体的な代謝意識を大
きく変革する可能性を秘めています。この技術は、個別化された治療戦略と健康習慣
の最適化に貢献します。

公開日 2026年06月11日  [Unnamed Health Publication]  不明



詳細

主要成果

2026年時点のデジタル血糖値測定器の状況を分析すると、従来の毛細血管血液を測定す
るメーターが一度に一つの測定値を提供するのに対し、連続血糖モニタリング（CGM）
システムは、リアルタイムの血糖値だけでなく、その傾向、変化の方向と速度、さらに
数時間から数日間の包括的な履歴グラフを提供することで、代謝意識の向上に革命をも
たらしています。

技術・臨床詳細

デジタル血糖値測定器は、主に二つのタイプに分けられます。一つは、指先穿刺によっ
て得られた少量の血液を用いてグルコース濃度を測定する従来の血糖自己測定器
（SMBG）です。これは特定の時点でのスナップショットデータを提供しますが、血糖
値の変動パターン全体を把握するには、頻繁な測定とデータの記録が必要です。もう一
つは、皮膚の下に挿入された微細なセンサーフィラメントを介して間質液中のグルコー
ス濃度を継続的に測定するCGMデバイスです。CGMは、例えば5分ごとなど、非常に短
い間隔でデータを自動的に収集し、その情報をスマートフォンアプリや専用リーダーに
送信します。これにより、ユーザーは血糖値の上昇・下降トレンド、食後や運動時の変
化、夜間の血糖変動などを視覚的に把握でき、低血糖や高血糖のリスクを早期に認識
し、食事調整やインスリン投与のタイミングを最適化できます。この連続的なデータス
トリームは、単一の測定値では得られない、より深い代謝の理解を可能にします。

背景・業界文脈

糖尿病の有病率が世界的に増加する中で、患者が自身の血糖値を効果的に管理し、合併
症を予防するためのツールへの需要が高まっています。従来のSMBGは依然として重要
な役割を果たしていますが、CGMの登場は、より包括的かつ負担の少ない方法で血糖管
理を行うというパラダイムシフトをもたらしました。CGMは、患者の日常生活に溶け込
み、リアルタイムのフィードバックを提供することで、患者の糖尿病に対する自己効力
感を高め、個別化された医療アプローチを促進します。この技術は、医師や栄養士が患
者の血糖プロファイルをより詳細に分析し、より効果的な治療計画を立てる上でも不可
欠なツールとなっています。



今後の展望

CGM技術は、今後もさらなる進化を遂げると予想されます。センサーの小型化、装着期
間の延長、測定精度の向上、そして非侵襲的測定の実現に向けた研究開発が活発に進め
られています。また、AI（人工知能）や機械学習アルゴリズムとの統合により、CGMデ
ータから疾患の予測、生活習慣の推奨、さらには自動インスリン投与システム（人工膵
臓）への応用も期待されています。これらの技術革新は、糖尿病管理をよりスマートで
シームレスなものに変え、患者のQOLを劇的に向上させるとともに、予防医療と個別化
ヘルスケアの推進に大きく貢献するでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#27 2026年、血糖値検査キットの価格動向とCGMの品質
指標：FDA承認とMARDスコアの重要性

概要

2026年における血糖値検査キットの価格動向に関する記事では、連続血糖モニタリン
グ（CGM）が皮下に挿入された微細なフィラメントを使用し、数分ごとに間質液のグ
ルコースを追跡し、スマートフォンにデータを送信する仕組みが説明されています。

血糖値測定器の品質指標として、FDA承認またはCEマークの有無、明確な有効期限、
そしてMARD（平均絶対相対差）スコアの透明性が重要であることが強調されていま
す。これらの基準は、消費者が信頼性の高い製品を選ぶ上で不可欠です。

公開日 2026年06月11日  Mattioli 1885  イタリア



詳細

主要成果

2026年現在の血糖値検査キットの価格動向と、連続血糖モニタリング（CGM）システ
ムの重要な品質指標に関する詳細が報告されました。CGMは、皮下に挿入された微細な
フィラメントを通じて数分ごとに間質液のグルコース濃度を追跡し、そのデータをワイ
ヤレスでスマートフォンに送信する革新的な技術です。このレポートは、FDA承認また
はCEマークの取得、明確な有効期限、そしてMARD（平均絶対相対差）スコアの透明性
が、信頼性の高い血糖値測定デバイスを選択する上で不可欠な要素であることを強調し
ています。

技術・臨床詳細

CGMデバイスは、指先穿刺による従来の血糖自己測定（SMBG）と比較して、はるかに
包括的な血糖データを提供します。センサーは通常、上腕の皮膚の下に最大14日間装着
され、間質液中のグルコース濃度を継続的に測定します。このデータは、Bluetoothな
どの無線通信技術を介して、ユーザーのスマートフォンや専用リーダーにリアルタイム
で転送されます。これにより、ユーザーは現在の血糖値だけでなく、血糖値の傾向、変
動の速度と方向を把握でき、低血糖や高血糖のリスクを早期に検知することが可能にな
ります。FDA承認やCEマークは、デバイスがそれぞれの地域の厳しい安全性および性能
基準を満たしていることの証です。特にMARDスコアは、CGMの測定値とラボの基準測
定値との間の平均的な誤差を示すものであり、この数値が低いほどデバイスの精度が高
いことを意味します。一般的に、医療グレードのCGMではMARDが10%未満であること
が求められます。

背景・業界文脈

糖尿病患者の増加に伴い、血糖値モニタリングは病状管理の中心的要素となっていま
す。CGM技術は、患者のQOL向上とより効果的な血糖コントロールを可能にするとし
て、急速に普及が進んでいます。しかし、市場には様々な種類の血糖値測定器が存在
し、その品質や精度は大きく異なります。消費者が誤った選択をしないように、規制当
局の承認状況、製品の信頼性を示す MARD スコア、そして製品寿命を示す有効期限と
いった明確な品質指標が重要視されています。これらの情報が透明に公開されること
は、市場の健全な発展と患者の安全確保に不可欠です。



今後の展望

血糖値検査キット市場は、CGM技術の進化と普及により、今後も変化を続けるでしょ
う。将来的には、より高精度で、より低コスト、かつより装着期間の長いCGMデバイス
の開発が期待されます。また、MARDスコアのさらなる改善や、AIを活用したデータ解
析による個別化されたインサイトの提供も進むでしょう。これらの進歩は、患者が自身
の健康状態をより詳細に理解し、糖尿病管理をより効果的に行う上で役立ちます。ま
た、規制当局は、新技術の承認プロセスにおいて、厳格な安全性と精度基準を維持し続
けることで、患者が常に信頼できる医療機器にアクセスできるように努めるでしょう。

元記事: https://mattioli1885journals.com/plugins/generic/pdfJsViewer/pdf.js/web/viewer.html?

file=%2Findex.php%2Findex%2Flogin%2FsignOut%3Fsource%3D.leruru.com%2Fsugar%2Fone%2F&id=QHE3S

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://mattioli1885journals.com/plugins/generic/pdfJsViewer/pdf.js/web/viewer.html?file=%2Findex.php%2Findex%2Flogin%2FsignOut%3Fsource%3D.leruru.com%2Fsugar%2Fone%2F&id=QHE3SIty
https://mattioli1885journals.com/plugins/generic/pdfJsViewer/pdf.js/web/viewer.html?file=%2Findex.php%2Findex%2Flogin%2FsignOut%3Fsource%3D.leruru.com%2Fsugar%2Fone%2F&id=QHE3SIty


#28 タフツ大学、細菌胞子をバイオセンサーや触媒に活用
する新手法を開発

概要

タフツ大学の研究者らが、生物工学的に設計された細菌胞子を、化学反応の触媒、バ
イオ燃料生産、汚染物質分解、そしてバイオセンサーなど、幅広い用途に活用する新
しい方法を発見しました。胞子の外層に酵素、バイオセンサー分子、薬剤などを融合

させることで、極限条件下でも安定的に保存・使用できる「生きたプラットフォー
ム」として機能させることが可能です。このブレークスルーは、環境科学、エネルギ
ー、医療分野に革命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年06月11日  Tufts Now  アメリカ



詳細

主要成果

タフツ大学の研究者チームが、生物工学的に改変された細菌胞子を、化学反応の触媒、
バイオ燃料生産、環境汚染物質の分解、さらにはバイオセンサーとして機能させるため
の革新的な手法を開発しました。この新技術は、胞子の外層に様々な機能性分子（酵
素、センサー分子、薬剤など）を融合させることで、これらを極限的な環境下でも安定
して保存・使用できる「多機能プラットフォーム」へと転換させます。

技術・臨床詳細

細菌胞子は、その堅牢な外層構造と代謝的に休眠状態にある特性から、熱、乾燥、放射
線、化学物質などの過酷な環境条件下でも長期間生存できる能力を持っています。タフ
ツ大学の研究チームは、遺伝子工学的手法を用いて、これらの胞子の外層タンパク質を
改変し、特定の酵素やバイオセンサー分子を表面に提示させることに成功しました。例
えば、触媒として機能する酵素を融合させれば、高効率で特定の化学反応を促進する
「生体触媒」として利用できます。バイオセンサー分子を融合させれば、特定の病原
体、毒素、あるいは環境汚染物質を極めて高い感度と選択性で検出する「生きたバイオ
センサー」として機能させることができます。さらに、薬剤を搭載することで、病原菌
を標的とした薬物送達システムや、環境中の有害物質を分解するデトックスシステムと
しての応用も期待されます。この技術の最大の利点は、これらの機能が胞子の安定性と
両立するため、冷蔵保存不要で長期間の利用が可能になる点です。

背景・業界文脈

現在の触媒やセンサー技術には、高温・高圧環境下での不安定性や、保存・輸送コスト
の高さといった課題があります。特に、生体由来の酵素やバイオセンサー分子は、その
活性を維持するために厳格な条件を必要とすることが多く、実用化の障壁となっていま
した。細菌胞子の極めて高い安定性を活用することで、これらの課題を克服し、より持
続可能でコスト効率の高いソリューションを提供できる可能性が開かれました。このブ
レークスルーは、バイオテクノロジー、環境科学、エネルギー生産、医療診断といった
複数の分野に跨る広範な影響をもたらすと考えられます。



今後の展望

タフツ大学の研究チームは、今後、開発した細菌胞子ベースのプラットフォームの性能
をさらに最適化し、具体的な応用分野での実証実験を進める計画です。例えば、特定の
水質汚染物質を検出する環境バイオセンサー、バイオ燃料生産を効率化する生体触媒、
あるいは特定の疾患バイオマーカーを高感度で検出する医療診断ツールとしての応用が
期待されます。この「生きたプラットフォーム」技術は、冷蔵保存が不要で、どこでも
利用可能な新しい世代のバイオテクノロジー製品の基盤となり、特にリソースが限られ
た地域や災害時における迅速な対応能力の向上に貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://now.tufts.edu/2026/06/11/expanding-uses-bioengineered-bacterial-spores

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://now.tufts.edu/2026/06/11/expanding-uses-bioengineered-bacterial-spores


#29 ウェアラブルデバイスの「見えない化」トレンドが加
速、Dexcom最新CGMは50%小型化

概要

ウェアラブルデバイスは、ユーザーのライフスタイルにより自然に統合されるよう、
「目に見えない」デザインへと進化しています。このトレンドは、デバイスの小型化
とより一貫した着用を可能にし、ユーザー体験を向上させることを目指しています。

連続血糖モニタリング（CGM）の主要企業であるDexcomは、5月に最新のCGMデバイ
スのサイズを50%縮小すると発表しており、これはこの「見えない化」トレンドを象
徴する動きです。

公開日 2026年06月13日  ZDNET  アメリカ



詳細

主要成果

ウェアラブルテクノロジー業界において、「見えない化（disappearing act）」のトレ
ンドが加速しています。これは、デバイスがユーザーの日常生活にシームレスに溶け込
み、その存在感を最小限に抑えることを目指すデザイン哲学です。このトレンドの具体
的な例として、連続血糖モニタリング（CGM）のリーディングカンパニーである
Dexcomが5月に最新のCGMデバイスのサイズを50%縮小すると発表したことが挙げられ
ます。

技術・臨床詳細

ウェアラブルデバイスの小型化と「見えない化」は、複数の技術的進歩によって可能に
なっています。これには、より高密度な集積回路の設計、小型化されたバッテリー技
術、そして効率的なワイヤレス通信モジュールの開発が含まれます。DexcomのCGMデ
バイスの50%小型化は、これらの技術的成熟を示すものであり、患者がデバイスを装着
していることを意識せずに、より快適に長期間利用できることを意味します。CGMは糖
尿病患者の血糖値をリアルタイムで継続的にモニタリングする生命維持デバイスであ
り、その小型化は、装着部位の選択肢を増やし、皮膚への刺激を減らし、患者の心理的
負担を軽減する点で大きな臨床的意義を持ちます。デバイスが目立たなくなることで、
患者は社会生活においてもより自信を持ってCGMを使用できるようになります。

背景・業界文脈

初期のウェアラブルデバイスは、その機能性を重視するあまり、デザインが大きく、目
立つものが多かったのが実情です。しかし、消費者のニーズは単なる機能性から、デザ
イン性、快適性、そしてライフスタイルへの統合へと変化してきました。スマートウォ
ッチ、フィットネストラッカー、そして医療用ウェアラブルデバイスも、このトレンド
に適応することを求められています。医療用デバイス、特に慢性疾患管理に関わるCGM
のようなデバイスでは、患者が抵抗なく継続的に着用することが治療効果に直結するた
め、デザインの重要性は非常に高いです。「目に見えない化」は、技術が成熟し、デザ
インが洗練されていく自然な流れであり、ユーザーエクスペリエンスを向上させるため
の競争が激化しています。



今後の展望

「見えない化」トレンドは、ウェアラブルデバイスの未来を形作る上で引き続き重要な
要素となるでしょう。今後は、さらに薄く、柔軟で、皮膚の下に完全に埋め込むことが
可能なデバイスや、衣類に直接織り込まれるスマートテキスタイルなどが開発される可
能性があります。これにより、ユーザーはデバイスの存在をほとんど感じることなく、
継続的な健康モニタリングやデータ収集が可能になります。特に医療分野では、患者の
コンプライアンス向上、治療効果の最大化、そして予防医療の普及に大きく貢献すると
期待されます。Dexcomのような主要企業がこのトレンドを牽引することで、よりパー
ソナライズされ、シームレスなヘルスケアソリューションが実現されるでしょう。

元記事: https://www.zdnet.com/article/health-trackers-are-disappearing-thats-the-point/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.zdnet.com/article/health-trackers-are-disappearing-thats-the-point/


#30 連続血糖モニタリング（CGM）研究、慢性片頭痛患
者の血糖変動と頭痛強度の相関を解明

概要

慢性片頭痛に関する連続血糖モニタリング（CGM）研究で、参加者が覚醒時間中に食
後に大きな血糖変動を示し、その血糖変動が頭痛の強度と有意に相関することが明ら
かになりました。この発見は、血糖コントロールが片頭痛管理において潜在的な役割

を果たす可能性を示唆し、糖尿病と片頭痛の間の新たな生理学的関連性を提供しま
す。本研究は、CGMが単なる糖尿病管理ツールに留まらず、他の慢性疾患の病態生理
学的理解にも貢献する可能性を示しています。

公開日 2026年06月11日  Ethnobotany Research and Applications  不明



詳細

主要成果

慢性片頭痛を持つ患者を対象とした連続血糖モニタリング（CGM）を用いた研究におい
て、参加者が覚醒時間中の食後に顕著な血糖変動を経験し、その血糖変動の大きさが頭
痛の強度と統計的に有意な正の相関を示すことが発見されました。この結果は、血糖コ
ントロールの改善が片頭痛の管理戦略に新たなアプローチを提供する可能性を強く示唆
しています。

技術・臨床詳細

本研究では、参加者にウェアラブルCGMデバイスを装着させ、数日間にわたる血糖値の
変動パターンを連続的に記録しました。同時に、参加者は頭痛の発生頻度、強度、持続
時間などを詳細に記録する日記をつけました。データ解析の結果、食後の急激な血糖値
の上昇（高血糖スパイク）やその後の急降下といった「血糖変動」が大きい日に、頭痛
の強度が高まる傾向が確認されました。この相関関係は、単なる血糖値の絶対値だけで
なく、その変動のダイナミクスが片頭痛の発作誘発や重症化に関与している可能性を示
唆します。CGMは、患者が自身の血糖値を意識せずとも継続的にモニタリングできるた
め、日常的な生活習慣が血糖変動に与える影響を客観的に把握し、それと症状との関連
性を分析する上で非常に有効なツールとなります。

背景・業界文脈

片頭痛は、世界中で最も一般的な神経疾患の一つであり、患者のQOLを著しく低下させ
ます。その病態生理は複雑であり、様々な誘発因子が報告されていますが、血糖変動と
の直接的な関連性はこれまで十分に解明されていませんでした。糖尿病患者でなくて
も、食生活や生活習慣によって血糖値は変動し、これが炎症反応や血管収縮など、片頭
痛に関連する生理学的メカニズムに影響を与える可能性が指摘されています。CGM技術
は、糖尿病管理だけでなく、健康な人や他の慢性疾患を持つ人の代謝状態を理解するた
めの研究ツールとしてもその価値を高めています。



今後の展望

今回の研究結果は、片頭痛の新たな治療アプローチとして、食事指導や血糖コントロー
ルを目的とした介入の可能性を示唆しています。例えば、低GI食の導入や、食後の急激
な血糖値上昇を抑えるための食事タイミングの調整などが、片頭痛の頻度や強度を軽減
するのに役立つかもしれません。今後の研究では、この血糖変動と片頭痛の因果関係を
さらに深く探求し、個別化された栄養療法やライフスタイル介入が片頭痛患者に与える
影響を評価する臨床試験が求められます。CGMは、これらの介入の効果を客観的に評価
し、患者の反応をモニタリングするための強力なツールとして、その役割を拡大してい
くでしょう。

元記事: https://ethnobotanyjournal.org/plugins/generic/pdfJsViewer/pdf.js/web/viewer.html?

file=%2Findex.php%2Findex%2Flogin%2FsignOut%3Fsource%3D.leruru.com%2Fsugar%2Fone%2F&id=I1AXyy

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ethnobotanyjournal.org/plugins/generic/pdfJsViewer/pdf.js/web/viewer.html?file=%2Findex.php%2Findex%2Flogin%2FsignOut%3Fsource%3D.leruru.com%2Fsugar%2Fone%2F&id=I1AXyyoH
https://ethnobotanyjournal.org/plugins/generic/pdfJsViewer/pdf.js/web/viewer.html?file=%2Findex.php%2Findex%2Flogin%2FsignOut%3Fsource%3D.leruru.com%2Fsugar%2Fone%2F&id=I1AXyyoH


#31 FDA、SARS-CoV-2 POCTデバイスをクラスII（特別
管理）に再分類し規制負担を軽減

概要

米国FDAは、SARS-CoV-2ウイルス標的を直接検出する簡易ポイントオブケア
（POCT）デバイスを、2026年6月11日付けでクラスII（特別管理）に分類する最終規
則を発効した。この規制措置は、これらの診断デバイスに対する規制負担を軽減し、

同時に患者が有益なイノベーションにアクセスできる機会を強化することを目的とし
ている。これにより、パンデミック対応を含む公衆衛生上の緊急事態において、迅速
な診断ツールの市場投入が促進される。

公開日 2026年06月12日  GovInfo (Federal Register)  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は、患者に近い環境で臨床検体からSARS-CoV-2ウイルス標
的を直接検出する簡易ポイントオブケア（POCT）デバイスを、2026年6月11日発効でク
ラスII（特別管理）に分類する最終規則を発表しました。この規制の再分類は、これら
の重要な診断ツールに対する規制の負担を軽減し、公衆衛生のニーズに対応するための
迅速な市場投入を促進することを目的としています。

技術・臨床詳細

この規則の対象となるPOCTデバイスは、医療従事者が病院、診療所、薬局、またはそ
の他の地域医療施設などの「患者に近い設定」で、SARS-CoV-2ウイルスの抗原や核酸
などの特定の標的を迅速かつ直接検出するために設計されています。これらのデバイス
は、迅速な診断結果を提供することで、感染管理、患者のトリアージ、治療決定を支援
します。クラスIIへの分類は、デバイスの安全性と有効性を保証するための「特別管
理」の適用を伴いますが、クラスIIIに比べて上市プロセスが簡素化されることを意味し
ます。これにより、技術革新を阻害することなく、品質と信頼性を維持しつつ、より多
くの企業がこのような診断ソリューションを開発・提供できるようになります。

背景・業界文脈

COVID-19パンデミックの経験は、迅速でアクセスしやすい診断ツールの重要性を浮き
彫りにしました。POCTデバイスは、検査の遅延を解消し、感染拡大の抑制に不可欠な
役割を果たします。これまでの緊急時使用許可（EUA）制度から、より恒久的な規制枠
組みへの移行は、公衆衛生上の緊急事態に対応するための診断エコシステムの成熟を示
しています。クラスIIへの再分類は、将来のパンデミックや地域的な感染症発生に備
え、迅速な技術革新と市場参入を促すためのFDAの戦略的な取り組みの一環と見なされ
ます。この動きは、診断技術分野の企業にとって、製品開発の道筋を明確にし、投資を
促進する好機となります。



今後の展望

このFDAの規制変更は、SARS-CoV-2 POCTデバイス市場に大きな影響を与えるでしょ
う。規制の明確化と負担軽減は、中小企業やスタートアップが革新的な診断ソリューシ
ョンを開発・商業化するインセンティブとなり、競争を促進します。これにより、より
高性能で、より使いやすく、より安価なSARS-CoV-2検出デバイスが市場に登場するこ
とが期待されます。また、このアプローチは、将来的に他の感染症や疾患に対する
POCTデバイスの規制にも適用される可能性があり、診断分野全体のイノベーションを
加速させるモデルとなるかもしれません。患者は、より迅速で便利な検査を受けられる
ようになり、医療システム全体の効率性向上に貢献します。

元記事: https://www.govinfo.gov/content/pkg/FR-2026-06-11/pdf/2026-11739.pdf

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.govinfo.gov/content/pkg/FR-2026-06-11/pdf/2026-11739.pdf


#32 臨床研究におけるウェアラブルセンサーの潜在能力は
未開拓：効率化とコスト削減の鍵

概要

製薬業界の臨床試験において、ウェアラブルセンサーの潜在能力が十分に活用されて
いない現状が指摘されている。VivoSenseのCEOであるDudley Tabakin氏は、OCT UK &

Ireland 2026会議で、ウェアラブルからのデジタル測定値が研究規模、期間、コストを

削減し、臨床試験をより効率的にすると強調した。しかし、そのためには疾患特異的
なアルゴリズム調整と、患者にとって意味のあるアウトカムの定義が不可欠である。
この技術は、データ収集と規制順守を大幅に改善する可能性がある。

公開日 2026年06月18日  Clinical Trials Arena  イギリス



詳細

主要成果

製薬業界の臨床研究において、ウェアラブルセンサーが持つデータ収集と規制順守を改
善する大きな潜在能力が、依然として十分に活用されていないことが明らかにされまし
た。VivoSenseのCEOであるDudley Tabakin氏は、OCT UK & Ireland 2026会議におい
て、ウェアラブルから得られるデジタル測定値が、臨床試験の規模、期間、コストを削
減し、全体的な効率性と商業的成功を高める鍵となると強調しました。

技術・臨床詳細

ウェアラブルセンサーは、患者の生理学的データ（心拍数、活動量、睡眠パターン、呼
吸数など）を継続的かつ非侵襲的に収集できるため、従来の散発的な臨床訪問でのデー
タ収集と比較して、より豊富でリアルタイムな情報を提供します。この高頻度で客観的
なデータは、疾患の進行、治療効果、副作用の検出精度を向上させ、被験者の負担を軽
減します。Tabakin氏は、これらのデジタル測定値を臨床試験に効果的に組み込むため
には、単なるデータ収集に留まらず、特定の疾患状態に合わせたアルゴリズムの調整
と、患者にとって真に意味のあるアウトカム（結果）を明確に定義することが不可欠で
あると指摘しました。例えば、特定の神経変性疾患では、患者の歩行パターンや震えの
微妙な変化を捉えるアルゴリズムが必要であり、それが患者の生活の質にどう影響する
かを評価する指標と結びつける必要があります。

背景・業界文脈

製薬業界は、臨床試験のコスト上昇、期間の長期化、被験者募集の課題に常に直面して
います。ウェアラブルセンサーは、これらの課題に対する費用対効果の高い解決策とし
て期待されていますが、その導入は遅々としています。主な障壁としては、ウェアラブ
ルデータの標準化の欠如、規制当局が求める検証済みのデジタルバイオマーカーの不
足、既存の臨床ワークフローへの統合の複雑さ、そしてデータプライバシーとセキュリ
ティに関する懸念が挙げられます。しかし、COVID-19パンデミックにより、リモート
モニタリングと分散型臨床試験の必要性が高まったことで、ウェアラブル技術への関心
が再燃し、その導入に向けた動きが加速しています。



今後の展望

ウェアラブルセンサーが臨床研究においてその真の潜在能力を発揮するためには、業界
全体での協力と戦略的なアプローチが必要です。VivoSenseのような企業が提唱するよ
うに、疾患特異的なアルゴリズムと臨床的に意味のあるアウトカムの特定に焦点を当て
ることで、ウェアラブルデータが規制当局に受け入れられやすくなります。これによ
り、医薬品開発のプロセスが加速し、より迅速に患者に革新的な治療法が届けられる可
能性があります。投資家や研究者にとって、ウェアラブル技術は、臨床試験の効率を大
幅に向上させ、新たな治療法を発見し、患者ケアを根本的に変革する可能性を秘めた、
極めて魅力的な領域であり続けるでしょう。この進化は、デジタルヘルスとバイオセン
サー技術の融合がもたらす未来の医療の姿を示唆しています。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQEs1U3-

_0AR7Yqz9NMBl1YxzRn1Ekf29cTpkyizIUvA4kMgifRiGAxrAhqgFgDhGcbX7WwANPv_NEQdfoeFXsxnkrYSQ1dYEE

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQEs1U3-_0AR7Yqz9NMBl1YxzRn1Ekf29cTpkyizIUvA4kMgifRiGAxrAhqgFgDhGcbX7WwANPv_NEQdfoeFXsxnkrYSQ1dYEE0ABezeRfUtSZB4TE4skesZ_mHdRdar84mv3Lwqk8vEDquaX5uBkhUeq2twyfoYIqhPddbyKzuv0j57XHqfFEjQWB6zCBvWjBCW_6A_B7Jy0rptXJYd5xpnD14yMnOQJWrXq10=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQEs1U3-_0AR7Yqz9NMBl1YxzRn1Ekf29cTpkyizIUvA4kMgifRiGAxrAhqgFgDhGcbX7WwANPv_NEQdfoeFXsxnkrYSQ1dYEE0ABezeRfUtSZB4TE4skesZ_mHdRdar84mv3Lwqk8vEDquaX5uBkhUeq2twyfoYIqhPddbyKzuv0j57XHqfFEjQWB6zCBvWjBCW_6A_B7Jy0rptXJYd5xpnD14yMnOQJWrXq10=


#33 SEMIスマートメドテック・イニシアチブがウェアラ
ブルバイオセンサーの臨床利用拡大への障壁と機会を特定

概要

SEMIスマートメドテック・イニシアチブは、ウェアラブルバイオセンサーをウェルネ
ストラッキングから臨床現場へ拡大する上での障壁と機会を特定する論文を発表し
た。同論文は、半導体技術とエッジAIの進歩にもかかわらず、バイオシグナル取得の

ばらつき、ソフトウェアの相互運用性、データプライバシー、一貫性のない規制、人
間的要因が臨床導入の課題であると指摘。これらの課題解決には、業界、学界、政府
間の協力が不可欠であると提言している。

公開日 2026年06月17日  SEMI  アメリカ



詳細

主要成果

SEMIスマートメドテック・イニシアチブは、ウェアラブルバイオセンサーをウェルネス
モニタリングから本格的な臨床用途へと拡大する上で直面する主要な障壁と、それらを
乗り越えるための機会を詳細に分析した論文を発表しました。このレポートは、半導体
技術とエッジAIの目覚ましい進歩にもかかわらず、ウェアラブルデバイスの臨床現場で
の広範な導入には、いくつかの根深い課題が存在することを明確にしています。

技術・臨床詳細

ウェアラブルバイオセンサーは、生理学的データを継続的にリアルタイムで収集する能
力により、予防医療、疾患管理、治療効果モニタリングにおいて革新的な可能性を秘め
ています。しかし、臨床現場での導入を阻む主な技術的・運用的課題は以下の通りで
す。

バイオシグナル取得のばらつき：個人の身体的特徴、装着方法、環境条件により、セ
ンサーから得られる信号の品質と一貫性に大きな差が生じる。

ソフトウェアの相互運用性：多様なデバイスやシステム間でのデータ交換、統合、分
析のための標準化されたプロトコルが不足している。

データプライバシーとセキュリティ：機密性の高い健康データの収集、保存、共有に
おけるプライバシー保護とサイバーセキュリティの確保が極めて重要であり、高い規
制要件を満たす必要がある。

規制フレームワークの一貫性の欠如：地域や国によって異なる規制要件が、グローバ
ルな製品展開の障壁となっている。特に、医療機器としての承認プロセスは複雑で時
間がかかる。

人間的要因：患者や医療従事者のデバイスに対する受容性、使いやすさ、誤用を防ぐ
ためのデザイン、そしてデータ解釈のトレーニングが重要。

これらの課題は、ウェアラブルが単なる消費者向けガジェットから、信頼性の高い医療
機器へと進化する上で不可欠な要素です。



背景・業界文脈

世界の医療システムは、慢性疾患の増加、高齢化社会、医療費の高騰といった課題に直
面しており、より効率的でパーソナライズされた医療ソリューションが求められていま
す。ウェアラブルバイオセンサーは、このような課題に対する有望な回答の一つとし
て、数年前から大きな注目を集めてきました。特に半導体技術の微細化、低消費電力
化、そしてエッジAI（デバイス上でのAI処理）の進化は、ウェアラブルデバイスの性能
を飛躍的に向上させ、より複雑なバイオマーカーの検出やリアルタイム分析を可能にし
ています。しかし、技術的な進歩だけでは、医療現場へのシームレスな統合は保証され
ません。ウェルネス用途と医療用途では、データ精度、信頼性、規制順守の基準が大き
く異なるため、ギャップを埋めるための戦略的な取り組みが不可欠です。

今後の展望

SEMIの報告書は、ウェアラブルバイオセンサーの臨床利用を加速させるためのロードマ
ップを提供します。その中心にあるのは、業界団体、学術機関、政府機関間の緊密な協
力体制の必要性です。共同で標準を開発し、規制当局との対話を強化し、技術的な相互
運用性を確保することで、ウェアラブルバイオセンサーは、現在の課題を克服し、医療
分野でその真の可能性を発揮できるようになります。これにより、より多くの患者が、
個別化された、予防的な医療を受けられるようになり、医療費の削減と健康アウトカム
の向上に貢献することが期待されます。投資家にとっては、これらの課題を克服できる
企業が、次のメドテック市場のリーダーとなる大きな機会を秘めていることを示唆して
います。
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#34 ウェアラブルからの健康アウトカムデータがメディケ
ア適用範囲拡大の鍵に

概要

ウェアラブルデバイスから得られる健康アウトカムデータは、メディケア（米国の高
齢者・障害者向け公的医療保険）の適用範囲拡大に不可欠である。研究者たちは、呼
吸数モニター、歩数計、転倒予測デバイス、心拍数モニターなど様々なウェアラブル

技術の臨床的および費用対効果を研究している。この研究は、多様な医療環境と期間
にわたるエビデンスを構築し、ウェアラブル技術の医療への広範な統合と償還を可能
にすることを目指している。これにより、高齢者や慢性疾患患者の健康管理が大幅に

改善される可能性がある。

公開日 2026年06月16日  Forbes  アメリカ



詳細

主要成果

ウェアラブルデバイスから継続的に収集される健康アウトカムデータが、メディケア
（米国の高齢者・障害者向け公的医療保険）におけるカバレッジ拡大の鍵を握っていま
す。現在、研究者たちは、呼吸数モニター、歩数計、転倒予測デバイス、心拍数モニタ
ーといった多様なウェアラブル技術の臨床的有効性と費用対効果を、様々な医療環境と
異なる時間軸で詳細に評価しています。

技術・臨床詳細

ウェアラブルデバイスは、患者の日常生活における生理学的データを継続的かつ受動的
に収集する能力を持っています。これにより、従来のクリニック訪問時に限られた情報
と比較して、より包括的でリアルタイムな健康状態の把握が可能になります。例えば、
呼吸数モニターは呼吸器疾患の早期悪化を検出する可能性があり、歩数計は身体活動レ
ベルを客観的に評価し、転倒予測デバイスは高齢者の転倒リスクを管理するのに役立ち
ます。また、心拍数モニターは心血管疾患のモニタリングに広く利用されています。こ
れらのデバイスから得られるデータは、治療効果の評価、疾患の進行モニタリング、予
防的介入の特定に活用できます。研究では、これらのウェアラブルが、自宅、介護施
設、あるいは病院といった様々な医療設定で、短期間から生涯にわたる長期的な健康ア
ウトカムにどのように影響するかを調査しています。重要なのは、これらのデバイスが
提供するデータが、患者の生活の質（QoL）向上や医療費削減といった具体的な「アウ
トカム」とどのように結びつくかを実証することです。

背景・業界文脈

米国のメディケアシステムは、高齢化社会の進展と慢性疾患患者の増加に伴い、持続可
能性の課題に直面しています。リモート患者モニタリング（RPM）やデジタルヘルス技
術は、医療提供の効率を高め、患者の自宅でのケアを可能にすることで、これらの課題
に対する費用対効果の高い解決策として注目されています。ウェアラブルデバイスは
RPMの重要な構成要素ですが、メディケアによる償還を受けるためには、その臨床的価
値と経済的利益を裏付ける強力なエビデンスが必要です。今回の研究は、ウェアラブル
技術の医療現場への広範な統合を促進し、将来的にはメディケアだけでなく、他の民間
保険会社によるカバレッジ拡大にも影響を与える可能性があります。



今後の展望

この種の健康アウトカム研究は、ウェアラブル技術が単なる消費者向けガジェットか
ら、エビデンスに基づいた医療介入ツールへと進化するための決定的なステップです。
堅牢な臨床的・費用対効果のエビデンスが確立されれば、メディケアはより多くのウェ
アラブルデバイスとサービスを償還対象に含める可能性が高まります。これにより、ウ
ェアラブル市場は医療分野で大きく成長し、技術開発とイノベーションがさらに加速す
るでしょう。高齢者や慢性疾患患者は、自宅で継続的なモニタリングとパーソナライズ
された健康管理を受けられるようになり、病院への再入院率の低下、疾患管理の改善、
そしてより自立した生活を送る機会が増えることが期待されます。これは、デジタルヘ
ルスとバイオセンサー技術が、公衆衛生と医療経済に与える影響を再定義する重要な動
きとなるでしょう。
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